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み合わせて行うが、運動を敬遠する人が多く、悪化するケースもあった。　
今回の研究で正田教授ら
のグループは、床部分が震動するトレ ニング機器「パワープレート」に注目し、脂肪肝の患者約
30人に
使用させた。すると、糖質の代謝に重要な役割を果たすホルモン「インスリン」の働きがほとんどの患者で活発化。その結果 ３カ月間で患者らの肝臓や骨格筋
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「パワープレート」使用で
　
つくば市で街灯がなく防犯上危険な場所が多い問題の解決に向け、同市が設立
を表明していた「明るいまちづくり協議会（仮称） 」が８月にも正式発足することが分かった。同市によると協議会運営には、路上わいせつなどの被害が多い筑波大学生に協力を求める可能性もあるという。同市は発足に向け、街灯がない危険な場所の夜間調査や、専門家からの意見聴取なども進めて るといい、発足後の成果が期待される。
                                 （平嶋健人＝社会学類３年）
　
正しょうだ
田純一教授（医学医療系）らのグループの研究で、乗るだけでも運動効果を
得られるトレーニング機器「パワープレート」＝
　
＝を使うと、 「脂肪肝」の病
状が改善することが分かった。脂肪肝の患者は日本で約２０００万人いるが、この方法を使えば、運動の苦手な人や足腰の弱い高齢者でも週２回の使用で脂肪肝を予防・治療でき と期待されている。
　　　
（井口彩＝社会学類２年、写真も）
　
脂肪肝は肝臓に脂肪が過
剰に蓄積した状態で、過食や運動不足などが原因の生活習慣病。肥満の人の約３割が該当する。通常、治療は食事療法と運動療法を組
の余分な脂肪が大きく減少し、脂肪肝が改善する効果が見られた。　
通常、体内の脂肪を燃焼
させるためには、ダンベルを持ち上げるなど酸素を消費しないで筋力を使う「無酸素運動」ではなく、長時間のジョギングなどの「有酸素運動」が有効とされている。パワープレート 体を高速に振動させる無酸素運動だが、研究 結果、脂肪肝の改善に十分な効果あることが分かった。　
正田教授らによると、成
人の場合、パワープレート
　
同協議会には、筑波大や
茨城県、警察、電力会社、
各研究機関などが参加を予定。各機関の権限が複雑に
入り組むため、街灯・防犯灯の建設が進まない問題の
解消を目指す。１月に市原健一つくば市長が本紙の質問状に対し、設立を表明していた。　
同市道路課への取材によ
ると３月下旬、設立に向けた第１回の検討会が開かれ、茨城県や市内の研究機関・大学の職員ら
30人が参
　
筑波大学がクレジット
カード会社と提携し、来年度から在学生や卒業生、教職員を対象としたクレジットカード事業を開始することが分かった。クレジットカードの仮名称は「筑波大学校友会カード（校友会カード） 」 。大学内や大学周辺の店で 友会カードを利
用することで、割引が受けられたり、ポイントがたまるなどの特典を検討中だという。
（添島香苗＝生物学
類２年）　
同事業を進める、筑波大
学連携・渉外室の古山陽一室長が本紙の取材に応じ明らかにした。　
校友会カードは、在学生
を対象とする 生カードと、それ以外を対象とする一般カードの２種類を作成する予定だ。学生カードは通常のクレジットカードとほぼ同じ機能がある だが、トラブルを防ぐためにキャッシング機 を付加せず、利用限度額を原則
10万
円（保護者の承諾があれば
30万円まで）とし、未成年
　「ゴジラ」が注目されている。７月にはハリウッド映画「ＧＯＤＺＩＬＬＡ」が公開されるほか、生誕
60
周年を記念した展覧会が開かれるなど、まさにブームと言っていい現象だ▼初登場した１９５４年の映画では、水爆実験で安住の地を追われ東京に襲来。そこでは放射能を帯びた熱線を吐きながら都市を破壊し、人間社会への怒り ぶつけた。「ＧＯＤＺＩＬＬＡ」でも水爆が登場する。ギャレス・エドワーズ監督は「
54年のゴジラとつなが
るようにしたかった」と語っているが、劇中で水爆実験や放射能汚染が現代風に描かれる▼ゴジラ映画で、 繰り返し「水爆」が描かれる背景には、
54
年に起こった第五福竜丸事件がある。西太平洋ビキニ環礁で実施された水爆実験に日本の漁船が巻き込まれ、船員
23人全員
が被ばくした だ。ゴジラの誕生には 当時反原水爆運動が反映されている▼社会学者・好井裕明は著作の中で「ゴジラには反原水爆イメージが息づい 」と指摘する。
54年の映画ラスト
シーン、ゴジラは新型兵器で殺されてしまう。映画は環境汚染を繰り返す人間の身勝手 を強烈に批判すると同時に、原水爆の恐怖を伝えた▼第五福竜丸事件から今年で
60
年。来年は広島・長崎への原爆投下から
70年だ。
映画をきっかけに、改めて過去を振り返り、未来を考えたい。
街灯協 会
 ８月にも発足
加。いったんは５月末までに発足する方針が固まった。だが危険な場所の調査のほか、▽協議会の運営方法や活動内容の決定▽協議会のメンバーの選定……などに時間がか り、発足は８─９月になりそう という。　
その後、検討会は開かれ
ていないが、 同課は現在 「協議会の発足に向け着実 準備を続けている」と説明。協議会の発足後は「つくば市の担当課や警察署、多く
の研究機関が所属する筑波研究学園都市交流協議会と協力して、まず（街灯問題解決の）課題を話し合うことから始めたい」としている。　
また筑波大生の協議会へ
の参加について、同課は「 （協議会の）運営方法が決まっていないので明言できない」としながらも、協議会の運営方針次第では「筑波大生に協力を求めることも検討した て
筑波大生の協力も
パワープレートを使う様子
乗るだけで「脂肪肝」改善
の入会には保護者の承諾が必要。一般カードは入会費・年会費がかかるのに対し、学生カードは無料だという。　
利用額の一部は筑波大学
基金に寄付され、筑波大独自の奨学金制度「つくばスカラシップ」や、学園祭・宿舎祭の運営費用に充てられるため、卒業生は間接的に後輩の大学生活を援助することができる。　
現在、提携するクレジッ
トカード会社の選定を進めており、７月下旬には決定する予定。その後、来年度からの導入に向け、利用特典の企画や名称・デザインの公募、広報などを順次進めていく。　
社会人にとってクレジッ
トカードは不可欠だが、安易に利用し、多重債務などのトラブルに巻き込まれる例も少なくない。校友会カード 導入には、学生のうちにカードの利用 慣れさせる狙い ある。有 な使い方を知ることで、卒業
を週２回、各約
20分間使う
だけで病状を改善できる。このため、運動が苦手な人だけでなく足腰の弱い高齢者の肥満対策としても注目されている。　
正田教授は、 「パワープ
レートは誰でも気軽に使え、治療への意欲向上につながる。研究を継続して脂肪肝に効果のある方法を確立していきたい」 と語った。
週２回の使用でも効果
正田教授らの研究グループ
歳時記
つくば
　７月４―６日の３日間で開催された「つ
くばクラフトビアフェスト 2014」。来場客は
ビールを片手に仲間と語らい、筑波大学アイ
ドル研究会のパフォーマンスに大いに盛り上
がった。（齋藤優斗＝社会工学類１年、写真・
関根岳＝社会学類３年）
　　　　　
◆
　
パワープレート
＝床部
分が高速で震動し、ただ乗るだけでも効率よく筋肉に負担をかけられるトレーニング機器。開発はオランダ人のスポーツトレーナーとされる。短時間の使用だけで無理なく運動できることから、現在は医療 関や有料のスポーツジムなど 導入が進ん いる。
後のトラブルを未然に防ぐことが期待される。古山室長は 「導入では、 フレッシュマンセミナーなどでカードの欠点も含めて学生にしっかり伝えることが重要」と話す。　
また、卒業生や教職員に
大学への関心を持ってもらうことも目的の一つだ。 「財布を開けるたびに筑波大のことを思い出し、 係者としての一体感と愛校心を養ってもらいた 」 （古山室長）という。　
大学独自のクレジット
カードの導入は、国立大学では北海道大学、 東京大学、横浜国立大学、私立大学では早稲田大学、慶應義塾大学、明治大学など、全国で行われている。　
古山室長は「クレジット
カード導入が成功するかうかは加入者数にかかっている。学生や関係者への広報を積極的に行うが、より多くの人にカードを作ってほしい」と話した。
正田純一教授
利用額の一部を大学に寄付
来年度から導入へ
筑波大学クレジットカード事業
治療法の
確立に一歩
 【つくば市の街灯問題】　
つくば市で街灯がなく防
犯上危険な場所が多数存在する問題。 では現在、約２万基の街灯があるが、県道沿いや研究機関周辺では暗い場所が多く、昨年は大学周辺で夜、暗い道で路上わいせつ事件が一昨年の２倍に増加。つくば中央署では一連の事件が重大犯罪に結びつく可能性が高いとして学生に注意を呼びかけていた。
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異色の経歴を持つ山下助教
　
テレビ大阪報道記者、ＮＨＫキャスター、フリーアナウンサー、海上自衛隊員
を経て筑波大学の教員となった山下吏
りら
良助教（医学医療系）は、その異色の経歴
を基に、 「 （自衛隊員や警察官など）災害時に救援活動を行う人の心のケア」などの支援 行っている。山下助教のこれまでの経歴と、現在の活動を追った。                                              （新田萌夏＝社会学類２年、写真も）
古代西アジアの重要性語る
常木教授が基調講演
シンポジウム「西アジア文明学の創出１」
　
■異色の経歴
　
出身は京都市。同志
社大学で心理学を専攻、１９９５年にテレビ大阪に入社し、報道記者となった。入社後は、同年１月に発生した阪神・淡路大震災
の被災者への取材などを経験。だが、アナウンサーへのあこがれを捨て切れず、
99年にＮＨＫ鳥取放送局の
ニュースキャスターに転職した。 そ 後関西を中心に、多くの番組に出演した。
　
だがそれまでの取材の中
で、災害で家や家族を亡くした被災者の声を聞き、精神的に負担を抱える人への心のケアが必要だと痛感した。このことから臨床心理士の資格取得を目指すよう
になる。資格取得のため、２００３年に京都ノートルダム女子大学大学院に入学し、
05年に臨床心理士の資
格を取得した。　
■自衛隊へ
　
臨床心理士として仕事を
する中で、海上自衛隊が募集している臨床心理士の求人を見つけた。１年間で１００人以上の隊員がさまざまなストレスを苦に自殺していることを知り、 「自衛隊員には精神的なケアが必要だ」と痛感。過酷な環境下で働く隊員の力になりたいと考え、
07年に海上自
衛隊に入隊した。　
海上自衛隊では隊員の心
のケアに尽力した。 例えば、護衛艦の衝突事故やヘリコプター墜落事故などが起こ
「エージェンシーグラス」をかける大澤助教
筑波大では被災地支援も
レンズ部分に目の形を映す
感情表現の補助に期待
　
学生が開発したタブレッ
ト・スマホアプリの完成度やそのアイデア性を競うコ
ると、隊員が精神的な負担を抱える場合がある。海上自衛隊ではそのような隊員のカウンセリングなどを行い、ストレスを減らす方法を考える手助けをした。　
また隊員に対して、心の
健康に対する講習を実施た。講習では、海上自衛隊で自殺した隊員の実例を交えながら、自分や身近な隊員の心の不調に気づいた時の対処方法などを伝えた。　
東日本大震災の発生後、
行方不明者 捜索や遺体収容などの任務を終え、基地に戻ってきた隊 ケアを行っている。　
■筑波大学へ
　
自衛官時代の上官で、災
害精神支援学が専門の高橋祥友教授（医学医療系）に誘われ、
13年に筑波大の助
教となった。学生向けに、芸術を通して東日本大震災の復興支援を行う「筑波大学創造的復興プロジェクト」で、災害時の精神的なケアに関する講義 行
いる。そして同講義の履修者から希望者を募り、福島県相馬市で被災者と話をするなど、被災地支援の研修を実施した。 「実際に被災地を訪れることが、学生の一番の勉強になる」と山下助教は強調す 。　
活動の場は学内に収まら
ない。茨城県警などでもメンタルヘルス講習 行ったり、東日本大震災の被災地にも定期的に支援に訪れるなど、多忙な毎日を送る。　
■学生への声
　
目まぐるしく変わる職場
環境を経験した山下助教。そんな中で心掛けていることは「周りの人への気遣いを忘れないことと、自分の夢をあきらめ いこと」 だ。「人への気遣いを忘れず一生懸命頑張っていれば、助けてくれる人は必ず る。新しい環境でも、多少の失敗は恐れず、夢に向かって自分のやりたいことに挑戦してほしい」とエールを送った。
　
外から見るとメガネのレ
ンズ部分に人の目の形が映し出される装置「エージェンシーグラス」を大澤博隆助教（シス情系）が開発した。表情をうまく作ることができない病気の患者や、盲目の人の感 表現を補助するなど、さまざまな用途が期待されている。　
同グラスは普通の眼鏡と
大きさや重さがほぼ同じ。外部に向けた映像の目はまばたきをしたり、頭の向き
に合わせて瞳も動くなど本物と同じような動きをする。人の顔を認識するカメラが付属しているため、相手の顔を見つめたり、相手が見てい 方向 視線を向けることもできる。　
同助教によるとこの眼鏡
をかけることで、目線が合わず相手に嫌な印象を与えてしまいがちな盲目の人を助けることが期待される。また表情をコントロールすることが難しい患者のコ
ンテスト「デジタルユースアワード」の決勝大会が４月
12日にＫＤＤＩホール
（東京都千代田区）で行われ、木藤紘介さん（情報創成４年） と吉田拓真さん （同４年）がアプリ部門でグランプリを受賞した。２人が開発したのは、スポーツのプレー分析を簡単にすることができるアプリ「Ｓｐｏｔ」 。アプリはコンテスト後も改良を進めており、今年
10月ごろには無料配信を
開始する予定だ　「Ｓｐｏｔ」はタブレット端末のカメラを用いてプレー中の動画を録画することができ、録画中に気になった部分にチェックを入れておけば、後で何度でも再生することができる。ま
た、映像に絵や文字を書き込む機能も搭載されている。 この機能を使うことで、例えば動画 中で選手が走るべきだった方向を矢印の絵などで的確に伝えることができ など、スポーツ選手・監督が手軽に試合中の動きを分析できる。　
従来、スポーツ分析用の
アプリは、十数万円以上したが、 「Ｓｐｏｔ」は無料配信を予定しているため、多くのアマチュア選手やその指導者がアプリを利用できるようになることが期待される。　
木藤さんは「使用方法が
簡単で、使いやすいアプリを目指し開発に取り組んでいる。スポーツに携わる全ての人に使ってほし 」と話した。
（森脇慎、写真も）
ミュニケーションを円滑化することも可能だという。　
一方、同グラスは常に笑
顔での接客を求められるキャビンアテンダントや、患者の苦しみに寄り添う看護師などが使った場合、自分の感情とは別の表情 見せなければ らないストレスを軽減する効果も期待される。　
大澤助教は「 （同グラス
は）目の表情を自由に変えることができるため、使い
方はアイデア次第。今後はより薄く、使いやすい形にして違和感なくかけられる
ようにしたい」と今後の目標を語った。      （油布知夏、写真も）
　
筑波大学は２０２０年の
東京五輪・パラリンピックに向け、 大学院修士課程 「つくば国際スポーツアカデミー」を来年
10月から開設
する。スポーツイベントの運営や、国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）の幹部として活躍 人材の育成を目指す。　
講義ではイベントの経営
学や医科学研究などを学べるほか、ＩＯＣの関係者などを講師として招くことも計画している。　
筑波大はまた、ケルン体
育大学な の海外の学校や各国のオリンピック委員会などの機関と連携し、学生 ・ 教員の派遣や受け入れ、海外学生向け インターンシップを検討している。詳
　
国際シンポジウム「西ア
ジア文明学の創出１：今なぜ古代西アジア文明なのか？」が６月
28─
29日に、
池袋サンシャインシティ文化会館（東京都豊島区）で
開催された。同シンポジウムは、常木晃教授（人社系）が領域代表を務めるプロジェクト「現代文明の基層としての古代西アジア文明─文明の衝突論を克服す
るために─」の一環として行われた。国内外から多数の専門家が招かれ、考古学をはじめ、地質学や地震学など、さまざまな分野の講演が行われた。　
28日のシンポジウムで
は、常木教授が「西アジア文明学がめざすもの」という基調講演を行った。同教
東京五輪に向け開設授は、 ワインやビール、 コーヒーといった食文化を例に挙げて、古代西アジア文明が現代文明の基礎となっていることを詳しく説明。 「古代西アジアを研究するこは現代のイランやイラクなどへの偏見を取り除くため
細概要は７月
26日に東京国
際フォーラム（東京都千代田区）で行われるシンポジウムで発表される。
（森脇慎）
に重要だ」と語 。　
全講演の終了後、 「現代
文明の基層としての古代西アジア文明」というテーマでパネルディスカッションが行われた。オリエント考古学を専門とするトロント大学のティモシー・ハ ソ
ン教授をコメンテーターに招き、同シンポジウムの講演者が登壇。西アジアの豊かな地質・自然環境が、文明の発展につながったことなどについて議論した。
（森レイ、写真も）
■訃報　
山澤
　
新吾氏（やまさ
わ・しんご＝筑波大学名誉教授）６月
14日、心不全の
ため死去、
91歳。
　
１９７５年筑波大農林工
学系教授。
86年筑波大退職、
名誉教授。２０００年勲三等旭日中綬章受賞。
メガネ型装置「エージェンシーグラス」
木藤さんと吉田さんがグランプリ
スポーツのプレーを簡単に分析
「デジタルユースアワード」アプリ部門
開発した木藤さん（左）と吉田さん
「つくば国際スポーツ カデミー」
ＩＯＣ関係者の講義も
西アジア文明について語る常木教授
　
第一部の目玉は長
ながお
生淳作
曲「トリトン」 。波のうねりや静かな海原をイメージした
20分にもわたる楽曲
だ。ホルンと ロンボーンの主題から始まる第１楽章は荒れ狂う海を、トランペットをオフステージに置いた第２楽章は波一つ無い大海原を描く。そして第３楽章では８分の
12拍子とい
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ソロパートでも観客を魅了
　
芸術専門学群日本画研究
室が主催する「瀧
りゅうせんじ
仙寺本堂
天井画展」が６月
24―
30日
に、総合交流会館多目的ホールで開催された。筑波大学の学生や修了生約
50人
が
72点を出展し、一日で約
80人が会場を訪れた。
　
同展は、長野県小
ちいさがた
県郡
青木村の瀧仙寺の本堂改修工事に伴い、 太田圭教授 （芸術系）が同寺 住職から依頼を受け、日本画専攻の学生と教員らが天井画を制作。縦約
58㌢、横約
56㌢の
桐の板を使用し、ホオズキやヤマザクラなどの植物をモチーフに１人が１、 ２点
本画専攻の学生らが制作
桐の板に植物を描く
瀧仙寺本堂天井画展
「クラブ」を使った演技をするメンバー
の絵を描いた。展示作品と日本画教員による
26点の作
品、計
98点を瀧仙寺に寄進
する。絵は８月中旬に瀧仙寺本堂に設置され、４００年以上、寺に保存される。　
絵を描いた大学院生は、
「自分の絵を多くの人に見てもらえるのはうれしい」
と話した。太田教授は「多くの人が関わって制作する
　
筑波大学吹奏楽団の第
71回定期演奏会が、６月
14日にノバ
ホール（つくば市吾妻）で開かれ、県内外から６００人以上の観客が訪れた。　
クラシックが中心の第一部は、Ａ・リード作曲、序曲「春
の猟犬」やＪ・スパニヨーラ作曲「エスカペイド」など、軽快なスタッカートが軸の選曲。 特にエスカペイドは現代音楽、クラシック、 ファンクの３要素が複雑に絡み合う、 一風変わった幻想曲。指揮、松雪俊（工シス３年）は 指揮者泣かせの曲だ」と語ったが 目まぐるしく移り変わる拍子や不安定に弾む裏拍のスタ カートを引き出し、見事にバンドを牽
けんいん
引し
た。
     （原啓一郎＝社会学類４年、 写真も。
12面に関連写真）
展示に見入る来場者
う、マーチなどによく見られる拍子で、新たな船出を表現している。　
第３楽章はスネアドラム
を背景に、クラリネットとオーボエの低いラ音から主題が始まる。８分音符の主旋律が他の楽器を巻き込みながらオクターブを上げ、トランペットが高いド音のファンファーレを奏でまるでオーケストラという船が、大海原へとこぎ出すかのようだった。　「うねりにうねる海を、船がどんどん進ん いくんだ」 。指揮、佐藤拓人（地球３年） 練習中に団員へ何度もかけた言葉だ。 「僕たちは最後まで挑戦しなければならない。最後の一小
取り扱っている。いずれも従来の精神医療においては主流から外れた周縁的なテーマとみなされてきた。しかしいまや、これらの専門領域に対する社会的なニーズ 、かつてないほどに高まってる。　
ならば私自身は、なぜ
この仕事を専門としたの と「支援」の区別のあいまい化、コミュニティケアの前景 「個人の不適応」と「社会的排除」を両立させる複眼 視点の要請、などなど。　
私が所属する研究室で
は、こ ほかにも「依存症」 「児童虐待」 「ＤＶ」 自傷・自殺」などの問題を
　
私の専門は社会精神保
健学である。昨年４月に本学に赴任するまでは精神科勤務医として、およそ四半世紀あまり、いわゆる「ひきこもり」問題の支援と啓蒙活動に関わってきた。　
ひきこもりの存在に
は、現在 精神医療におけるさまざまな問題が集約されている。精神疾患の軽症化と社会問題化、「医療」 と 「福祉」 、 「治療」
だろうか。　
一つには、私が東北人
であることが深く関係するように思われる 私は岩手県北上市の出身だ子どものころは昆虫や魚介類の採集や飼育が趣味で、 「人間」 は好きだが 「ヒトの集団」 は苦手だった。つまり、私自身に ひき
「ひきこもり」問題を支援「別の人生 への強い関心斎藤環
こもりの資質はあったのだ。私がひきこもり問題を専門としている理由の一つは、間違いなく、自分にとって「ありえたかもしれない別の人生」への強い関心がある　
この自覚と関連して、
私には常に、自身 「境界人」であり「周縁人」であるという意識があっ
た。 「主流」へのひがみやマイノリティとしてのプライドといった自意識の問題ではない。 「境界」と「周縁」にこそ興味深いフロンティアがあるという積極的な関心だ。　
この関心ゆえに私に
は、さまざまな副業に手を出してしまう 言う悪癖がある。本業としての診療と研究の傍ら、請われるままに書評や映画評を書き、現代思想やアートといった専門外の領域の論文 手がけ、ロボット工学やメディア論の専門家らと対話 重ねてきた。はた目には無節操に映るであろうこうした活動の一切もま 、 “私の
今”を形作ってきたことは間違いない。　
そうした活動の集大成
として、 私は「オープンダイアローグ」の研究に取り組んでいる。フィンランドで統合失調症治療に高い成績を上げたコミュニティケアの技法だ。西ラップラ ドという僻地の技法と うだけでわくわくしてしまうのだから、やはり私は生涯「境界人」 であり 「周縁人」であるほ はないのだろう。
節まで」 。言葉通り、オーケストラは次々と主旋律をかけ合い、盛り上がる。指揮台に立つ佐藤のほおには、汗 混じって涙が伝っていた。　
ステージの見どころの一
つはソロ奏者（ソリスト）の演奏だ。第一部、第二部を通して卓越した演奏で魅了した は、サックスの黒崎友（情報創成３年） 。第二部の「Ｓｅｐｔｅｍｂｅｒ」のソロではハイトーンの優れた演奏技術、
16分音
符を巧みに操る運指を披露した。 「プレッシャー 感じますが、目立つ で気持ち良いですね」　
吹奏楽団の演奏からは
パート同士のかけ合いの中に、各奏者の「音楽へ 想い」が伝わる。公演を牽
けんいん
引
する３年生、団の中心となる２年生、そして初公演１年生。それぞれの想いが音にこもって た。半年後の定期演奏会では 彼ら更なる成長が期待さ る
◇
　
筑波大学の音楽系団体の
公演会を取材し、その様子や奏者・演者の声をお伝えします。　
３１４号５面の「交差す
る表現―構成専攻の現在」の記事で、 國安孝昌教授 （芸術系）の作品名を「森の竜神」と記載しましたが、正しくは「筑波嶺の竜神」でした。おわびして訂正 ます。 ??????
第３回春季公演開催ジャグリングサークルＳｈｅｅｐ巧みな演技を披露する
　
ジャグリングサークルＳ
ｈｅｅｐの第３回春季公演
が５月
23日に大学会館で行
われた。ボーリングのピン
に似た「クラブ」を使った演技のほか、バルーンアートなどが披露され、会場に集まった約
70人の観客を沸
かせた。　
クラブを使った演技で
は、数人でテンポよく
15本
のクラブをパスし合い観客を魅了した。さらにクラブをパスしている２人組の間に１人が入り、片側か 投げられたクラブをつかみ反対側に手渡しする大技も見せた。　
またバルーンアートの演
技では、細長い風船を膨らませて数カ所ねじっただけで、プードルの形をした作品を作り上げて観客を驚かせた。演技の最後には同様に「ミッキーマウス」を作り、子どもたちから大きな拍手が送られた。　
来場した女子学生は「演
目ごとに世界観があり、とても楽しかった」 と語った。　
Ｓｈｅｅｐ代表の菅原
一かずひろ
景さん （社学３年） は 「大
勢の観客の前でパフォーマンスができて気持ちよかった」と話した。
（山野辺拓実、写真も）
喜びを感じてほしい」と振り返った。
　
来場者は「知っている花
が多くて興味がわく。この日本画が寺の天井画になるのは神秘的だ」と話した。
   
 （廣岡里穂、写真も）
　
筑波大学フォルクローレ
サークル南
スール
が主催する第
13
回フォルクローレコンサートが６月７日、アルスホール（つくば市吾妻）で開かれた。フォルクローレは南米の民族音楽で、今回のコンサートにはレサークル南だけでなく、筑波大学フォルクローレ愛好会や両 のＯＢ・ＯＧらが結成したバンドなど、
14グループが演奏した。
　
最初に「コンドルは飛ん
でいく」が演奏され、来場
者はアンデスの山々を連想させる、ゆっ り したメロディーに聞き入っていた。また、新入生のバ ド「三人官女」は「Ｐｏｃｏ　
ａ
　
Ｐｏｃｏ」という軽
やかな楽曲を演奏。若々しいステージを披露し 。コンサートの最後には出演者全員で「アンデスの夢」を演奏。会場からは手拍子が起こった。　
コンサートの運営を担当
した山崎一彦さん（工シス３年）は、 「年々フォルクローレの知名度が上がっていると感じたコンサートだった」と語っ 。         （
12面に関連写真）
上＝「トリトン」を指揮する佐藤（右） 、下＝サックスのソロを披露する黒崎
第
13回フォルクローレ
14グループが演奏
コンサート
さいと ・たまき　
医学医療系、教授。
筑波大学大学院修了、２０１３年から現職。著書に「社会的引きこもり─終わらない思春期」 （ＰＨＰ新 ） 「ヤンキー化する日本」 （ＫＡＤＯＫＡＷＡ）ほか多数。
筑波大学吹奏楽団第 71 回定期演奏会
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原啓一郎
黒田乃生
　
６月
21日、カタールで
開催された第
38回世界遺
産委員会で「富岡製糸場と絹産業遺産群」が日本で
18件目（文化遺産では
14件目）の世界遺産登録
が決定した。生糸の大量生産を可能にした技術革新と、世界との技術交流が評価され、富岡製糸場のほかに、近代的な養蚕農家である「田島弥平旧宅」 、養蚕法を開発した
「高山社跡」 、蚕の卵を貯蔵した「荒船風穴」の合わせて４カ所が資産として登録された。　
富岡製糸場では世界遺
産登録が確実になっゴールデンウイークには５万人を超える来訪者があり、門の前には長い行列ができた。富岡製糸場総合研究センタ には筑波大学世界遺産専攻 修
了した岡野雅枝氏が学芸員として勤務しているが、 「さまざまなメディアを介して富岡製糸場が広く世の中へ知られることで、富岡製糸場という文化遺産と社会との関係性、社会における位置付けに変化が生じ始めているのだと思います。その変化に対応していけるよう、今後、富岡製糸場の管理体制もより適切な方向へ発展することが求められるのでしょう」と述べている。　
富岡製糸場にある建造
物は重要文化財に指定さ
　
ツイッターやＦａｃｅ
ｂｏｏｋなどのＳＮＳ＝　
＝を使う大学生は多
い。そしてそこでは、本人の写真や、日常の行動計画などが簡単に公開されている。 だが、 インターネットという全世界に公開された空間で、顔写真などの個人情報を安易に公開することには、大きなリスクがある。私たちはＳＮＳの使い方を見直す時に来ているのではないか。　
２０１２年８月、日本
語教師としての研修のためにルーマニアを訪れた日本人の女子大生が殺害
された事件があった。女子学生は、ブカレスト空港に降り立った際、地元の男に 「目的地まで送る」と声をかけられその車に乗り、暴行を受け殺害された。　
この事件を
ここで持ち出したのはほかでもない。女子大生はルーマニアに向かう前、自身のツイッターに「ルーマニア着いてから一人で深夜電車に３時間乗らなきゃだから、それが最大の不安というか何というか辿
たど
り着けたら
奇跡だと思 」 「それでは、いざブカレストへ」などと書き込んでいただ。　
犯人が彼女のツイッ
ターを基に犯行に及んだのかどうかはわからない。だが、日本人女子大生が深夜にブカレストの空港に降り立つことをＳＮＳで全世界に発信することが、この上なく危険なのは、容易 理解できると思う。　
筑波大学でもＳＮＳに
個人情報を公開したことが原因で、さまざまなトラブルに巻き込まれる例は少なくはない。ここでは、私が知るある女子学生の例を紹介したい。　
この女子学生は、ある
日、自分 ツイッター授業名と共に「これから授業だ」と書き込んだ。すると、その女子学生に好意を抱く男子学生がそれを見て、実際に教室に
押しかけて執拗に交際を迫ったという。女子学生は以前からその男子学生に付きまとわれており、「何かされそうで怖かった」 と感じてい幸い大事 は至らな ったが、なぜ彼女 、このように簡単に自分の情報を全世界に発信したのだろうか。　
匿名でツイッターを使
うケースでも問題がある。別のある学生は匿名でツイッターを使っていたものの、友人らがそのツイッターの顔を知っていたため、本人の顔写真やそれを使ったコラージュをアップしていたこのケースでは、友人らもふざけ半分で、本人もさほど問題視して な
かったが、本人は「学園祭で見ず知らずの人から『●●さんですよね』と言われることがあった」と話してい 。コラージュが世界のどこまでどれほど拡散さ ているかは、今となっては知るすべがない。　
これ以上、説明の必要
はないだろう。自らのツイッターにほんのわずか
な個人情報を書き込むだけで、簡単に本人が特定されてしまう時代なのだ。それ
は実名、 匿名を問わない。仮に匿名の発信でも、自己紹介の文に所属学類やサークル名、出身高校などを載せるだけで 簡単に本人が特定できてしまう。　
では、ＳＮＳでのトラ
ブルを防ぐためには何ができるのだろうか。まずは、個人が特定される書
き込みや写真を極力掲載しないようにすべきだし、個人のページを許可した人だけが閲覧できるように設定する もいいだろう。閲覧を許可された側も、本人の情報を転送する際には、十分な配慮が必要 。　
共通の趣味を持つ人と
交流したり、過去の友人と再会できるなど、ＳＮＳは便利なツールだ。しかし使い方を一歩間違えれば、取り返しの付かい事態に結びつく、大な危険性をはらんでいる。
（前筑波大学新聞編
集長・社会学類４年）　
ＳＮＳ＝Ｓｏｃｉａｌ
 
Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ
 
Ｓｅｒｖｉｃｅの略。ツイッターやＦａｃｅｂｏｏｋ、 Ｍｉｘｉなど、 ネット上で他者と交流できるＷｅｂページの総称。
登録は新たな出発点
個人情報の公開に配慮を問われるＳＮＳの利用法
観光と保存の両立を
【比文３年】　
大学生の勉強時間は本当
に少ない。理系の学生は多いイメージがあるが、文系の学生は勉強の内容が抽象的だからか、あまり勉強ら
しい勉強をしていないように思える。【物分１年】　
週に
20時間以上、自主的
な勉強を行う。中国の大学に通っていたが、日本と同
様、ほとんどの学生が課題以外の勉強をしておらず、週０時間の学生もいた。試験前だけ焦って勉強している感じ。　
だが、それで良いのでは
ないかと思う 大学でしたことは社会では役に立たないだろうし、勉強したい人だけが興味のあるものを自主的に勉強すれば良いからだ。【工シス１年】　
自分はあまり勉強してい
ない。１日１時間未満、教科書を読んだりするくらいだ。秋からは実験が始まるため、自分の場合勉強は増えそう。 （大学生の勉強時間 ついては）今後も改善はし いと思う。
【比文３年】　
１日２時間ぐらいは勉強
している。学類の勉強というよりは、公務員試験のための勉強。　
学生がもっと勉強するに
は課題を出すか、卒業の条件に 「ＴＯＥＦＬ●点以上」のような基準 定めるのが良いので ないか。【国総３年】　
自分の周りを見た感じ、
ほとんどの人が勉強していない。日本の大学生より、海外の大学に通う の方が勉強しているイメージ。　
私自身は１日に約２時
間、 自主的に勉強している。勉強量については個人の意識の問題で、大学が無理やり勉強させる必要はないと
思う。【情科１年】　（大学生の勉強時間の現状については）少なすぎると思う。自分も週に４時間ほどしか勉強し いない。
【工シス１年】　
周りの学生はあまり勉強
していないのではないか。なぜなら、夜にきちんと寝ているからだ。自分は現在、自主的に勉強している事があるが、やることをやろうとすると時間がかかるため、睡眠時間を十分に確保できていない。　
秋からは実験が始まるの
で忙しくなるが、そのころに 今やっている自主的な勉強は終わってい と思うので、大学の勉強が主にな
イラスト＝島田文（芸術専門学群４年）
世界遺産
れている。中でも規模が大きい東置繭
まゆじょ
所、西置繭
所は木骨煉
れんが
瓦造で、日本
で最初期の西洋式建築の構造技術や技法がみられる学術的価値の高 建物である。これらの建物の煉瓦は劣化が進んでおり、現在筑波大学世界遺産専攻の松井敏也准教授の研究室が、劣化の現状調査と対策について検討している。劣化 要因の一つに公開するため 空調があるともいわれており、観光客の受け入れと保存対策を同時に進め必要がある。
　
世界遺産は登録された
からおのずと守られるものではなく、登録は新たな保護のスタート、ともいえる。地域を巻き込んだ観光の仕組みづくりと、建造物など モノ保存を両輪で進め、次世代に遺産を確実に渡していかなければならない　
今年の世界遺産委員会
では１０００件目の世界遺産としてボツワナの「オカバンゴ・デルタ」が登録されたことも大きく取り上げられた。世界遺産は「顕著な普遍的価値」があるもの、と定義されているが、増え続け多様化する世界遺産 価値とは何かを考え 作業も続けられてい 。
（芸
術系・准教授、世界遺産専攻専任）
【教育１年】　
祖父母を連れて家族でハ
ワイに行く予定。昔テレビで見た時 奇麗だったから、ダイヤモンドヘッドに行ってみたい。ハワイから
帰ってきたら高校の文化祭にも行くつもり。【社工１年】　
北海道の実家に帰る。
ゴールデンウイークには帰らなかったので、大学入学後初めての帰省。高校の友達と久しぶりに会って遊びたい。また、普段は忙しくて本を読めてい い で、この長期休みに教授が推薦
りそうだ。【社学４年】　
大学生の勉強は誰かに言
われてするものではないと思う。大学は、自分で興味のある分野を見つけて、好きなように勉強する場所
する本を読みたい。【情報創成１年】　
アルバイトでお金をため
て、新しいパソコンを買たい。　
高校時代から独学でプロ
グラミングの勉強をしており、買っ パソコンでスマ
ホ向けのアプリを作成したい。ジャンルはパズルゲーム。完成したら、何らかの形で学生向けに告知できればと思う【社学１年】　
サイクリング部の合宿で
北海道に行く予定 北海道
では旬の野菜を食べたい。合宿以外でもツーリングをやるつもり。こぐことが楽しいので、行き先はどこでもいい。【生資３年】　
どこでもいいから、森林
に行きたい。　
生態学について学んでい
るので、 動物に興味がある。標高の高い場所にしかいない動物に会いたい。 狙うは、カモシカ。【国共１年】　
来年は就職活動なので、
企業のインターンシップに複数参加する予定。多く学生がインター シップに参加している で「何かしなくては」と う焦りもあった。　
ただ、周りに流されるの
はあまり良 ないので、何か新しいことにチャレンジしてみたい。【物理１年】
　
仲間５─６人で、ママ
チャリに乗ってつくばから富士山まで行く計画を立てている。普段はクロスバイクに乗っているが、このために実家からママチャリを持参。 「ノリ」で富士山まで行って、そのまま登頂したいと思う お前 バカだな」 言われたい。【生物１年】　
クロスバイクを持ってい
るので、それに乗って東京湾まで行ってみ 。江戸川河川敷 サイクリングは気持ち良さそう。　
あくまでも１人で行きた
い。自由な道順で、自分のペースでのんびり行きたい。【比文１年】　
カナダに３週間、語学研
修に行く予定。 研修 後は、１週間程ニューヨ クに行くので、観光などを楽しみたい。
　
大学生の「勉強離れ」が深刻だ。国立教育政策研
究所が昨年から今年にかけて実施した調査によると、授業の予習・復習や課題のために１週間に６時以上勉強する大学生が
28％しかいないことが分
かった。勉 離れは筑波大学でも起きているのか。普段の勉強について第３エリア周辺で聞いた。
だ。　
授業の予習・復習だけが
勉強ではないと思う。時間の余裕あるこの時期に、旅に出たり、考えにふけったりすることも、今後 人生の糧になる勉強だろう。
　
春学期も残りわずか。 ８月からは夏休みが始まる。
筑波大学生はこの夏をどのように過ごすのか。石の広場で聞いた。
学生の勉強離れ
夏休みにしたいこと
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午後４時からパフォーマ
ンス会場で
　
御みこし
輿と劇やダ
ンスなどのパフォーマンスが披露され、学群・学類などから９団体が参加した。各団体は、各学群・ 類の専門分野を分かりやすく紹介したものやアニメのキャラクターをモチーフにしたものなど個性的な御輿を制作した。　
参加者は御輿を担いで
平砂共用棟前を出発。パフォーマンス会場に到着す
浴衣美人が夜を彩る
　
午後７時過ぎ、宿舎祭
のフィナーレを飾る「ゆ
かたコンテスト」がメインステージで開催された。今年ら、学群だけなく、学類からの参加もできるように り ９団体が出場。各団体から選ばれた浴衣の似合う学生「ゆかコン嬢」と、その魅力を引き立たせるパフォーマーが演技を披露した。　
グランプリは
国際総合学類の寺島紗也子さん（国総１年） 。準
グランプリは、教育学類代表で男性の田中開さん（教育１年） 、個性派賞は医学群の松本花奈さん（医学１年）が選ばれた。　
グランプリの国際総合
ミニ特集
コブクロの「赤い糸」を歌う新巻さん＝加藤陽子撮影
上＝息の合ったダンスを披露する国際総合学類、右下＝ソーラン節を踊る田中さん
炎天下の中で熱唱
左下＝個性派賞を獲得した松本さんら医学群のダンス＝山野辺拓実ら撮影
ると、 劇やダンスを披露し、会場は大いに盛り上がっ
優勝した芸術専門学群の御輿＝関根岳撮影
　
第
40回宿舎祭（やどかり祭）が５月
30─
31日に平砂学生宿舎周辺で行われた。
当日は真夏日で、会場も熱気にあふれた。大盛況となった本祭の各イベントを本紙記者が取材した。
（森レイ、油布知夏＝人文学類、井口彩、大西美雨、小野憲司、
関根岳、新田萌 、林健太郎、森脇慎、山野辺拓実＝社会学類、加藤陽子＝国際総合学類、田中開＝教育学類、添島香苗＝生物学類、齋藤優斗＝社会工学類、佐々木優＝知識情報・図書館学類 岩根美樹＝芸術専門 群）
漢祭り
　
午後０時
30分からメイン
ステージで歌のうまさを競う「やどカラ２０１４」が行われた。予選を勝ち抜いた５人と昨年の優勝者が出場し、１００人を超える観客の前でＪ―ＰＯＰをはじめ、映画の挿入歌など 披露。会場は声援や手拍子で大いに盛り上がった。　
接戦を制して優勝したの
は、一昨年の優勝者・新巻功平さん（地球３年） 。新巻さん 甘い歌声でコブクロの「赤い糸」を歌い上
げ、曲の途中で掛けていたサングラスを客席へ投げるパフォーマン も見せた。昨年、連覇を逃し「今年はより歌唱力をアピールでき
やどカラ
第 40回宿舎祭
た。　
全団体のパフォーマンス
　
午後４時
50分から、メ
インステージで「漢
おとこ
祭り
２０１４」が行われた。　「漢祭り」は、出場者が３つの「お題」ごとにパフォーマンスを行い、その合計から学内で最も面白い
「漢」 を決める企画。３チーム９人の出場者は、司会者が出すテーマにどれだけ面白く答えられるかを競う「大喜利」や、一発芸を披露する「漢のネタ合戦」などで自分の面白さをアピールした。　
最終企画 「ガチンコ相撲」
の結果、優勝は昨年も出場
し、惜しくも優勝を逃した「第四学群学生支援室」のチームに決定 、 副賞と 「ゆかたコンテスト出演者と記念撮影する権利」が与えら
　
午後５時
50分から、やど
かり祭
40周年記念企画「福
男～目指せキラキラキャンパスライフ～」 が行われた。兵庫県の西宮神社で毎年行われる新年の恒例行事「福男選び」をモチー にした企画。 「福男選び」では参加者が本殿への一番乗りを
男
れた。同チームのメンバーは「ネタ作りを終えたばかりだったので、優勝できるとは思わなかった」と驚きを語った。
学類は異国情緒あふれる衣装で、さまざまな国のダンスを踊った。蛇の目傘を使って華やかな演技を見せた寺島さん 「楽しんで演技ができた。努
力の結果だと思う」と語った。　
準グランプリの教育学
類は、女装した田中さんが華麗な日本風の舞を披露。その後 素早く衣装
る選曲をして臨んだ」という新巻さんは「 （優勝できて）最高です。リベンジを果たせて良かった」と笑顔で語った。
個性的な神輿を披露
が終わると宿舎祭のＷｅｂサイトで投票が行われ、骸骨をかたどった完成度の高い御輿を制作した芸術専門学群が優勝し 。準優勝はスフィンクスとピラミッドの御輿を作った国際総合学類、御輿賞は和食 テーマにお節料理をかたどった御輿で観客を魅了した生物資源学類だった。パ ォーマンス賞は、劇でレポート提出直前の鬼気迫る状況をコミカルに表現した情報学群だった。　
また、御輿を通して若者
に日本の伝統文化に興味を持ってもらおうと、平塚万里奈さん（国総１年）が企画した「有志！神輿大好き人」が参加し、留学生を含めた約
30人が練り歩いた。
　
30日午後４時から前夜
祭が行われ、野外ライブや縁日が、祭の始まりをにぎやかに彩った。　
午後９時からは、平砂
共用棟前で前夜祭のメインイベント「火文字」が行われた。今年は初の試みとして、曲に合わせてたいまつを振るなど火を使ったパフォーマンスが披露され、最後に今年の漢字「結」の火文字＝写真、添島香苗撮影＝が浮かび上がると、会場は最高潮に達した。
前夜祭
競うが、この日集まった数十人の参加者はパフォーマンス広場から平砂共用棟前までの約２５０㍍の道のりを全力で駆け抜けた。　
最初にゴールして「一番
福」になった は渡辺岳人さん（社工１年） 。元陸上部だという渡辺さんは「結果はどうであれ思い出になると思って参加した。すごく気持ちよく走れた と語った。
を替え、一転して迫力のあるソーラン節を力強く踊った。田中さんは「教育学類のチームワークが生きた演技になった」と話した。
面白さを競う全力で
250㍍疾走
今年の火文字は「結」
会場を沸かせる出場者たち＝新田萌夏撮影
１番でゴールする渡辺さん＝井口彩撮影
ゆかた
御輿
コンテスト
熱気にあふれた２日間
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筑波大学ではこれまでに
96社の大学発ベンチャー企業が生まれている。７月
18
─
20日には筑波大初のビジネスコンテスト「Ｔｓｕｋｕｂａ
　
Ｃｒｅａｔｉｖｅ
　
Ｃａｍｐ（ＴＣＣ） 」も開催され、 今後、 起業家養成の動きが活発になりそうだ。
果たして、 研究学園都市つくばは「シリコンバレー」＝
　
＝になれるのだろうか。
筑波大や学生のさまざまな取り組みを紹介する。
（油布知夏＝人文学類、井口彩、
大西美雨、新田萌夏＝社会学類、添島香苗＝生物学類、岩根美樹＝芸術専門学群）　
 シリコンバレー
＝アメリカ合衆国カリフォルニア州の一部の地域を指す。多
くの先端技術企業が拠点を置き、起業家が多いことでも知られる。大学からの支援充実
起   業   特   集
つくばを「日本のシリコンバレー」に
　「日本のシリコンバレー」を目指せ……。筑波大学が多くの起業家を生み出すことを目標に企画された学生対象の起業家育成ビジコン
「Ｔｓｕｋｕｂａ
　
Ｃｒｅ
ａｔｉｖｅ
　
Ｃａｍｐ（Ｔ
ＣＣ） 」が７月
18─
20日に
開催される。
　
起業を志す学生がビジネ
ス能力を養うためにはどうすれば良いのか。ビジネスに関する知識や技術の向上を目指 、筑波大学の学生団体 「ＨＥＲＣＵＬＥＳ （ヘラクレス） 」では、毎週活動を通してビジネスに必要なプレゼンテーション力やコミュニケーション能力を磨いている。ビジコンへの参加も積極的で、筑波大が多くの起業家を生み出すことを目標に企画された学生対象の起業家育成ビジコン「Ｔｓｕｋｕｂａ
　
Ｃ
ｒｅａｔｉｖｅ
　
Ｃａｍｐ
（ＴＣＣ） 」の運営にも関わる。ヘラクレスの、ある日の活動に潜入した。
◆
　
ヘラクレスの活動は毎週
月曜日。毎月テーマを１つ
決め、それに沿ったプレゼンテーションやグループワークを行うことで、ビジネス能力を磨いている。　
例えばビジネスに必要な
論理的思考力を鍛えるために「フェルミ推定」とゲームを始めに行っている。 「東京ディズニーラン
ドの１日の入場者数は何人か」 「日本 消防車の数はいくつか」など、調査が難しいテーマについて、論理的に推定を行うゲームだ。フェルミはこれを提唱した物理学の研究者のことだ。　
取材に訪れた際のテーマ
は「筑波大の全食堂で
11
～
13時の売り上げはいくら
か」 。約
10人が３グループ
に分かれて競ったが、 視点 ・考え方はグループによってさまざま。学生のうち、何割が食堂を利用し いるかという視点から考え始める班もあれば、全食堂の座席数とその回転率から答えを導き出そうとする班も。 「どうすればより正確に計算できるか、そのためのいろいろな見方を考えるのが楽しい」とメンバーは語った。　
その後は今月のテーマ
「議論」に沿った次回の活
　
起業を志望する学生がビ
ジネス能力を伸ばす場として、ビジコンがある。参加者が考えた事業プランの優劣を競うもので、筑波大学で７月に行われることになった「Ｔｓｕｋｕｂａ
　
Ｃｒｅａｔｉｖｅ
　
Ｃａｍ
ｐ （ＴＣＣ） 」 もそ 一つだ。　
ビジコンの様子はどのよ
うなものだろうか。毎年夏
に東京都で行われる学生向けビジコン「Ｂｕｓｉｎｅｓｓ
 Ｃｏｎｔｅｓｔ
 ＫＩ
ＮＧ」に３年前、実際に参加した、筑波大学の学生団体「ＨＥＲＣＵＬＥＳ（ヘラクレス） 」のメンバー、大おおかわばた
川畑詩
しえり
衿さん（看護４
年）に聞いた。　
同ビジコンは大学生が運
営をしており、
40を超える
企業が協賛している。始めに選考課題の審査を突破して、参加権 勝ち取らなければならず、大川畑さんが参加した年も参加
定員１００人に対し、約１０００人の応募がある激戦だった。　
当時の選考課題は「人と
人とのつながりをより豊かにする新たな製品・サービス」 。大川畑さんは、同じ趣味を持った高齢者同士が手紙を通じて文通できるサービスを提案し 。これは文通相手を求める高齢者に無料で連絡先 紹介するサービスで、パソコンを使うのが苦手な高齢者でもさまざまな人と交流ができるようにするものだった。こ
　
筑波大学での起業は活発
なのだろうか。また、起業したい学生への支援はどのようなも があるのか。大学発のベンチャー企業の育成などを行う筑波大国際産学連携本部リサー ・アド
ミニストレーターの竹内洋ようせい
生さんに話を聞いた。
　
筑波大発のベンチャー企
業はこれまでに
96社生まれ
ている。毎年５社程度が誕生しており、業種も医薬品の研究やスマホアプリの開発、子ども向けのスポーツ教室事業など多岐に渡る。　
では、実際起業するには
何をすべきだろうか。竹内さんは「資金確保が重要」
と話す。 ベンチャー企業は、実績や担保として提供する不動産などがない場合が多く、一般企業のように銀行などから融資を得にく 。　
このため、起業に向けた
研究開発には国からの補助金や、未上場企業に 金を提供する「ベンチャーキャピタル」から融資を得る必要がある。ベンチャーキピタルは、高い成長率が見
込まれる未上場企業に資金を投下する投資会社のこと。起業 際は、これらの資金提供先の審査を通過した上で、設備や人材の確保に移ることが多い。　
国際産学連携本部では、
大学発ベンチャーを育成
るためのさまざまな取り組みを行ってきた。その一つが「産学連携推進プロジェクト」だ。ベンチャー事業の研究・開発を支援するもので、年間３００万円以下の研究費と、必要に応じ研究室 提供も行った動内容を決めるため ３組がプレゼンで競った。各組に与えられた持ち時間は
10
分。各組はスライドを使いながら、 「議論を的確にまとめた議事録を書く練習をしよう」など 次回に行いたい活動内容を発表した。各組のプレゼン後には なぜヘラクレスでその活動をやらなければならないのか」など批判や質問も飛び交う。質問に答えていく中で説得力が増すこともあれば、理論が崩されてしまうこともある。最後には一番「やってみたい」と思わせた活動を多数決で決めた。　「ヘラクレスはあくまでも技術や知識 身に付ける場。メンバーには こで培った力を、社会に出た時に発揮してほしい」と代表の佐藤晃矢（情科４年）さんは語る。
　
だが、起業したくても、
具体的な事業計画がなかったり、資金の確保や経営の仕方が分からない人も多い。同本部ではそ ような人を対象とした支援も行われている 例えば「創業相談」では、資金申請の方法や経営のノウハウなどを専門の担当者が助言する。　
また、定期的に学生向け
の「起業家教育講座」も開催。講師に起業家を招いて学生のモチベーション向上を目指している。竹内さんは 「資金提供での審査では、起業への情熱が最も重視される。起業を目指す人たちに講座などを積極的に活用してもらいたい」と語る　
今後は、高い経営能力
を持った大学ＯＢやベンチャーキャピタル関係者による実践的な企業経営の講習会も行う予定だ。　
起業を志す学生も多く所
属するヘラクレス。培ビジネス能力を武器に、ここから多くの起業家が誕生するに違いない。
の提案が評価され、大川畑さんは見事選考を突破した。　
ビジコン本選では、初対
筑波大発ベンチャーの累計の推移
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ビジネス能 く
プレゼンをするヘラクレスのメンバー＝油布知夏撮影
ＴＣＣの事前説明会の様子＝新田萌夏撮影
面の６人でチームを組み、７泊８日の期間で「新聞社の新たな事業」というテーマに沿ったビジネスプランを企画、プレゼンテーションを行った。当時大川畑さんは１年生で チームの中でも最年少。 「周りの人たちは知識も豊富で、他人を説得する技術 長けていた」と当時を振り返る。　
大川畑さんらが提案した
事業プランは賞を取ることができなかったが、ビジコンへの参加を通し「自分の
やりたいことに周囲を賛同させる『巻き込み力』の重要性を痛感した」 いう。　
当時ビジコン本選前に
は、ヘラクレスで勉強会を開いてもらったという。自分の考えた事業案と競合事業の「強み」や「弱み」を比較検討することで計画をより良くしていく分析方法や、事業案を立て 際の基本的知識を教わった。大川畑さんは「ビジネスで人を論理的に納得させる能力は大事。自分の思い 伝えられるようになりたいと思った」と話した。
筑波大起業事情ジ スサークル
ビジコン
開催
ビジコン
体験記
「巻き込み力」が重要
著名経営者らが助言
　
ＴＣＣでは参
加を希望する学生を筑波大の学群生や大学院生から１００人募集するほか、講演会の聴講者を大学内外から３００人募集する。１日目は筑波大出身の経営者らによる講演が行われ、２日目は事前に学生が考えた起業プランに経営者らがアドバイスを
加える。最終日には起業プランのプレゼンテーションと、その審査が行われ、優秀者には賞品・賞金が授与される予定だ。　
３日間を通して講演や学
生へのアドバイスを行うのは、ＬＩＮＥ社社長の森川亮氏（昭和
63年度第三学群
情報学類卒業）や、タリーズコーヒージャパン創業の松田公太 平成元年度第三学群国際関係学類卒
など各界を代表する顔ぶれだ。　
ＴＣＣは筑波大と、筑波
大卒の経営者らでつくる「筑波みらいの会」の共催。同会は、 業生の交流を深めたり大学の情報を卒業生に伝えるほか 学生活動の支援も行っており、講演会などを実施。ＴＣＣ 運営に携わる同会理事は「つくばから起業して成功した人たちが、また次の世代を応
援していく循環型システムを作ることが目標」 と話す。　
筑波みらいの会は今後も
起業志望の学生を長期的に支援していくという。その一環として、平砂共用棟内に起業志望者とそれを支援する経営者らにセミナー室などを提供する「シェアオフィス」を年末に設置する予定だ。　
また同会は個人・団体の
事業案に賛同した人たちから資金提供を受けられる「筑波フューチャーファンディング」を独自に開設。主に筑波大の卒 生が資金を提供するため、学生とＯＢ・ＯＧとのつながりができるのが特徴だ。事業案もさまざまな人の意見を取り入れられ ように一般公開する予定。失敗 恐れずに起業を体験で システムを目指 。　
ＴＣＣの１日目・最終日
はまだ聴講者 募集中　
応募はこちらから
　
h
ttp
://tccam
p
.n
e
t/
撮影地＝一の矢学生宿舎
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大田友一副学長（知能
情報学） らのグループは、大規模なスタジアムで行われるサッカーなどの試合をグランドや上空、観客席などあらゆる位置からリアルタイムで見ることができるコンピューターグラフィックス（ＣＧ）＝
　
＝映像の開発に
成功した。世界初の技術で、例えばスマホを扱うように画面を ッチ・スライドさせれば、さまざまな場所からのＣＧ映像を得られる。２０２０年の東京五輪開催までにテレビ中継などでの実用化が期待される。
　
就活生の皆さん、もう
落ち着いたかな。つくばから都心に出かけていくのはとても大変でしょう。僕が就職したころはまだＴＸ（つくばエクスプレス）もなく、バスや鉄道を乗り継いで、不安を抱えながら通ったものです。何といって 苦労したのは、エントリーシート。皆さんにも少しだけアドバイスした と思います。　
まず前提として、エン
トリーシートだけで本当の「ひととなり」なんて分かるはずない。大学生が体験したこ や考えて
いることなんてたかが知れているし、そんなに差がつくものでは い。でも、そこにどれだけ情熱を注いで書き込んだかは伝わってくるものだ。そこで、 まず言いた は、
武田真一
　
今回開発された技術
は、数万人の観客を収容する大規模なスタジアムで、試合を
10台程度のカ
メラで様々な方向から撮影。これらの映像をコンピューター上で特殊な方法で加工し、リアルタイムで現実に近い映像を作り出す。これまで大規模なスタジアムでは、映像の情報量が多く、コンピューターでのＣＧ映像作成に時間がかかるため、リアルタイム 見ることはできなかった。　
大田副学長らによる
と、今後この技術を使
た映像を提供できるテレビの開発が期待されるほか、サッカーなどのフォーメーションの研究、試合の戦略分析への応用なども考えられるという。　
また同グループはスマ
ホのようなタッチ・スライド方式で視点を変えるのではなく、テレビなどの画面にセンサーを取り付け、その前で足踏みをしたり、体をひねることなどで視点を前後左右自由に変えることが きる技術も研究中だ。これが実現すれば、例えばプ
リアルタイムでＣＧ映像作成
レー中のサッカー選手になったつもりで試合を見ることもできそうだ。　
筑波大の総合交流会館
には、改築前の国立競技場を舞台に、このような映像を観察できる装置があり、誰でも自由に使うことができる。
「NHK ニュース７」キャスター
さん
東京五輪までの実用化目指す
大きな夢を描いて
　
自転車がパンクして乗
れなくなり、代わりにバスで移動しようとバス停に行きふと地面を見ると、新女王アリが、自分の体から羽を取ろうと奮闘していた。年に一度、アリの巣からは新しい女王アリと雄アリが出てきて（彼らは働きアリとは異なり羽を持っている） 、結婚飛行をする。結婚飛
「気合を入れて書け！」ということ。とにかく何時間も考え抜いて、何度も書き直して、一字たりともおろそかにしな でほしい。エネルギーが込
映像の視点を変える大田副学長
められているエント ーシートは、何百枚もの束の中から浮かび上がって見えるものです。　
内容で僕が一番大事だ
と思うのは、 「志望動機」と「やりたいこと」 。しかし、ここが一番難しい。志望動機について言えば、自分の「思い」ではなく「御社の良さ（あるいは特徴） 」を書いてしまいがちだ。 「ＮＨＫ
は不偏不党で商業主義に陥らず国民のための番組を創っているため、志望しました」 というように。「幼いころからアナウンサーにあこがれて……」みたいなことでもいい。あなた自身の、この仕事を志すに至った「物語」を書いてほしい。　「やりたいこと」については、夢が小さい人が多いなあと思う。紅白歌合戦の司会がした 、オリンピックの実況がやりたい、特派員になって世
起業について語る平山さん＝添島香苗撮影
行を終えた新女王アリは、羽を落として土を掘り新しい巣を作るのだが、ちょうどその場面に遭遇したのだ。　
女王は最後
の羽一枚を落とすと、足早にどこかへ行ってしまった。主を失った羽だけがその場に残された。今ごろこ
　
在学中に起業し、現在は
筑波大学生向けのメディア運営などを行う株式会社クロノファクトリーの代表取締役、平山雅英さん（平成
22年度体育専門学群卒）
起業の経緯や会社経営について話を聞いた。　「スポーツトレーナーになりた 」という夢を抱いて筑波大に入学した平山さん。夢の実現に向けて、入学後３年間、体育専門学群のＯＢと共に、地域の小中学生に野球を教える事業を行っていた。 しかし スポーツトレーナーとしての能力に限界を感じ、４年次で野
球指導をやめた。　
その後、イベント運営を
中心に行う筑波大ＯＢの会社でインターンシップを行うが「自分がリーダーとして何かしたい」という思いが強くなり、学生団体「ＲＩＺＥ
　
ＴＳＵＫＵＢＡ」
を立ち上げた。活動理念は、 「筑波大で人と人とをつなげる」こと。 「自分は、先輩など 人との出会いに助けられた。後輩にも、社会人とつながるきっかけを提供したかった」と話す。学園祭で女優の加藤ローサ
さんを招いたトークショーを企画したり、学内で大規模な交流会 開くなど、イベント運営を中心に精力的に活動した。その延長で２０１１年４月に株式会社クロノファク リー 設立した。　
設立初期は、主にイベン
トの開催を通して社会人と学生との交流をはかることを目指していたが、苦労を重ねた。まずいかに収益をあげるかが分からない。従業員４人 皆辞め、２００万円の借金を背負って途方に暮れたこともあった。しかし「商売とは何かを深く考えさせら 。早いうちに失敗しておいて良かった」と振り返る。ある顧客から感謝されたことをきっかけに「誰かの喜ぶことをする」と 仕事の原点に立ち返ってからは、売上が急速に伸びた。
図鑑筑
波
◇新女王アリ◇
の女王は、新しい巣で働きアリ ちに囲まれているだろうか 女王アリの一生の中でも貴重な一瞬
　
多くの先端技術企業が本
拠地を置くアメリカ・シリコンバレー（カリフォルニア州）には投資家が多く集まっており、起業志望の学生にも資金が行き渡っている。ではつくばが「日本のシリコンバレー」を目指す上で求められるものは何だろうか。それは ず、学生が起業に一歩踏み出す勇気だと思う。　
筑波みらいの会のある理
事は取材の中で「筑波大には、 『日本のシリコンバレー』を目指すだけのポテンシャルがある」 と話した。確かに今回取り上げたように、サークル活動やビジネスコンテスト（ビジコン）への参加を通し、 ネス能力の向上に励む学生も多い。　
また、大学公認の学生活
動「つくばアクショ プロジェクト」では年間約
90個
もの企画が生まれている。
　
現在は、 経営も安定。 「筑
波大に愛着がある」 といい、筑波大生向けのアパート情報サイト「つくいえ」やアルバイト紹介サイト「ツクバイト」運営など、筑波大生向けのサービスを中心に
「人と人をつなげ い」
　
大田副学長が現在の研
究分野に足を踏み入れたのは１９９２年。当時黎明期だった研究は今では実用化 めどがたった。「２０２０年までに実用化を目指し、人の生活をより豊かにしたい」 。そんな大田副学長らの思い
が現実になる日も近いだろう。
（鈴木拓也＝人文
学類３年、写真も）　
コンピューターグラ
フィックス（ＣＧ）＝コ
ンピューターを使用して作成された画像・動画、その作成技術。映画やアニメなどに活用することで、現実感ある映像が得られる。
界中を取材したい……なんて、おこがましいと思うかもしれないけど、書いちゃっ いいんだよ。いやもっと大きく、既存の番組や業務じゃな今はな 未来の放送の仕事を描いてもいい です。自分が「できそうなこと」 と、 やりたいこと」を混同しないで。　
僕の就活時代はバブル
真っ盛りだったけど それでもマスコミや人気企業は難しく落ちまくた。でも、仕事とは何か、自分 どう生きるのかを考え抜いたことは、その後の人生にすご 役に立っている。たくさんの「お祈りメール」 心が折れそうになると思うけど、あなたの人格が否定されたわけじゃない。きっと輝ける場所があるはず。がんばれ！（平成元年度社会学類卒）
支援体制は充実
学生が新たな取り組みを始めようとする意欲は高い。これは、起業家精神に通じるものでもある。　
起業への支援体制も充実
してい 。筑波大の国際産学連携本部から資金援助を受けられるほか、気軽に同本部に起業の相談をすることもできる。　
起業支援の制度を利用し
ない手はない。今、行動が求められている。
（添島香
苗＝生物学類２年）
展開している。 「 （同様のサービスを提供する）大手サイトはいくつもあるが、周辺では一番を目指したい」という。　
筑波大が推進する起業家
養成 流れは「良 ことだ
と思う」と話す。筑波大生には「時間のある今のうちに、好きなことや気になったこと どんどんやってみてほしい。その中から、自分のキャリアは自然に見えてくる」 とエールを送った。
起業家
インタビュー
視点
を見せてくれた、気前のい 女性だったと思う。（今田創＝比文２年、野生動物研究会）
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22年連続の総合優勝
第
93回関東学生陸上競技対校選手権大会
　
Ａ・Ｂ・Ｃ３グループに
分かれグループ内の総当た
　【明治神宮（東京都渋谷区）で新田萌夏＝社会学類２年、写真も】団体戦大学日本一を決める第
26回全国
大学弓道選抜大会が６月
28―
29日に行われ、女子の部
で菅谷円美（体専２年） 、斎藤詩乃（同１年） 、今林史佳（同２年）のチームが出場した。今林は４射全てを的中させる「皆中」を決めたが、３人で計
12射７中で
惜しくも予選敗退となった。
冷静に的を狙う今林（右）と斎藤
東海大に敗れる
３勝２敗で３位
第３回関東大学春季大会
??
　
４月から行われている第88回関東大学サッカーリー
グ戦が前半戦を終えた。筑波大は１勝８敗２引き分けの勝ち点５で最下位に沈み、創部以来初となる 部降格の危機に瀕している。
　
10試合戦って未勝利だっ
た筑波大は、 前半最終戦 （６月
14日）で流通経済大と対
戦。１─０で接戦を制し、今季初勝利を挙げた。　
試合の序盤は互いにチャ
ンスを作り、一進一退の展開となったが、前半
33分に
主将の片岡爽（体専４年）
が相手チームからボールを奪いシュートを放つ。これはＧＫに止められたが、こぼれ球をそのまま片岡がゴールに押し込んで先制点を挙げた。　
後半は開始直後から筑波
大のペースとなる。後半
21
分には中野嘉大（同４年）がドリブルで持ち込んでミドルシュートを放つも、ポストに当たり決められなかった。その後も、中野嘉大と交代した中野誠也（同１年）が交代直後からゴール前にパスを送りチャンスを作るなど、積極的 攻め込んだ。試合終了間際 は流通経済大にゴール近くでフリーキックを与えたが、ＧＫ岩脇力哉（同３年）防ぎ、今季初勝利を手にし
た。　
中山雅雄監督（体育系・
准教授）は「初勝利までに時間がかかったが、内容で
　
予選トーナメントでは
中央大、西南学院大と競射。水色の上着に身を包んだ筑波大は 冷静さを欠くことなく的に集中し
決勝トーナメント進出ならず
女子が嘉悦大破り３位
全日本インカレ出場権獲得
東日本インカレ
　【
墨田区総合体育館（東
京都墨田区）で林健太郎＝社会学類２年、写真も】バレーボール全日本インカレ
への出場権をかけた東日本インカレが６月
19―
22日に
行われ、女子バレー部が３
位に入賞。
12月の全日本イ
ンカレへの出場権を獲得した。　
女子は２回戦以降、大妻
女子大に３―０、金城大に３―０、東北福祉大に３―０で勝利。準決勝で日本体育大に１ ３で敗れたが、３位決定戦では嘉悦大に３―０で快勝した。　
嘉悦大との３位決定戦
は、 試合前に塚田しおり （体専２年）が「サーブで相手を崩し、自分たちの高さを生かしたバレーをしたい」と話した通りの試合展開なった。サーブが序盤からうまく決まり、
25―
23で第
１セットを先取。続く第２セット、第３セットは高さを生かしたブロックで圧倒しストレー 勝ちし
　
試合後、守備の中心であ
る帯川きよら（同３年）は「ブロックが決め手だった」と話し、全日本代表の井上愛里沙（同１年）は「序盤からサーブで攻めることが
できた」と振り返った。　
中西康己監督（体育系・
准教授）は「全日本インカレで優勝 るよう練習を積み重ねていきたい」と語った。
前半戦終え最下位
初の２部降格も
第
88回関東大学サッカーリーグ戦
　
大会で見
たのは弓道
の格式の高さと礼儀を重んじる文化だった。伝統にのっとり、表情一つ変えず淡々と矢を放つ選手たち。筑波大は惜しくも予選を突破しなかったが、今後もその冷静さを生かし演技に注目したい。　
大会は開幕の儀式である 「矢渡し」
で幕を開けた。道場の責任者らが実際に弓を引き、的や道場に仕掛けなどがないことを示すもので、勝負の公平さを証明するといわれている。そこでは矢を射るまでの順序と作法が厳格に決められており、矢を必ず的中させなければ らない。矢渡しの間は誰もが息をのみ、儀式の様子を見守 ていた。　
矢渡し 後の女子予選でも弓道の
「文化」を至る所に感じた。特に目を引いたのは、 今林史佳（体専２年）の演技。冷静な表情を崩さない今林の演技は、伝統にのっとるものだった。一つひとつの動作は丁寧そのもので、身体の末端にまで神経 行き渡らせているようだっ 。今林は皆中させたが 「ほんの少しの精 面の揺らぎで結果が変わる」と精神力の重みを語っ 。　
一本の矢に神経を集中させ、
28㍍
先の的を狙う弓道は、ほかのスポーツと異なり、激しく体を動かすことはない。だが今林によると そ 醍醐味は「常に冷静さを求められること」だ。一射一射に心を込め その奥ゆかしさに、日本の伝統的武 の神髄を感じた                         （新田萌夏）
は相手を上回る試合が続いていた。後半戦は結果にこだわっていきたい」と語った。
　　　　　　
（森脇慎）
た。菅谷は４射１中、斎藤は４射２中だったが、今林は的から視線を外すことなく、安定した身のこなしで４射全てを「皆中」 。観客席からは拍手がわき起 った。矢を全て外す選手もいた中で
　
第
93回関東学生陸上競技
対校選手権大会（関東インカレ）が５月
16―
25日に熊
谷スポーツ文化公園陸上競技場（埼玉県熊谷市）などで開催された。女子は
22年
連続総合優勝を果たし、男子は惜しくも総合第５位だった。　
女子は、勝山眸
ひとみ
美（体専
２年）がハンマー投げで
60
㍍
56の関東学生新記録を打
ち立て、中村真悠子（体育２年） も３０００㍍障害 （２部）で
10分６秒
52の大会新
記録を出し優勝した。ほかにも知念莉子（体専が円盤投げで、松原恵（同２年）が七種競技 それぞれ優勝するなど各選手が好成績を収め、
22年連続
24回
目の総合優勝を達成した。　
男子は、１１０㍍ハード
ル（３部）で大室秀樹（体育２年）が優勝し、松下翔一（コーチ１年 が三段跳びを制すなど活躍を見せたが、総合５位に終わり昨年の３位を上回ることはでき
なかった。　
榎本靖士・中長距離コー
チ（体育系 ・ 准教授）は「限られた人数で結果を出せて
うれしい。秋の日本インカレや駅伝大会に向けて今後も練習を重ねていきたい」と語った。
　
団体戦で争う全日本学生
柔道優勝大会が６月
28―
29
日に日本武道館（東京都千代田区）で行われ、筑波大男子で３位に入賞。女子は２回戦で敗退した。 また、優秀選手として神谷快（体
専２年）が選出された。　
７人一組で行われた男子
は、８月の世界選手権（ロシア・チェラビンスク）代表の永瀬貴規（同３年）や黒岩貴信（同３年）らの活躍で４回戦まで順調に勝ち進んだ。　
準決勝の日本大戦では神
谷が黒木正弘 （日本大４年）に勝利したが、永瀬が安達裕助（日本大２年）と引き分け、ほか２人も引き分けた。黒岩も指導を４回受け敗北。残り２人も惜敗して１─３で敗退した。　
５人一組で行われた女子
は、１回戦では九州看護福祉大に４─０で圧倒したが、２回戦の環太平洋大には１─２で敗北。課題の残る結果となった。
（新田萌夏）
記者の目
りで順位を競う第３回関東大学春季大会が４月
20日か
ら６月
29日にかけて行わ
れ、筑波大は３勝２敗でＢグループ３位に終わった。　
ニッパツ三ツ沢球技場
（横浜市神奈川区）で６月
21日に行われた東海大との
最終戦は、前半４分と
10分
に立て続けにトライを許す厳しい ち上がりとなった。
25分に竹中祥（体専４
年）がトライを決めるも、
28分には再びトライを奪わ
れる。
39分に野口大輔（同
２年）がトライを決め前半
を
14―
26で折り返した。
　
後半、逆転を狙う筑波大
だったが東海大のタックルに対してボールをこぼすミスが目立 。トライを決めることができず、逆に４
分、
20分、
38分とトライを
許し
14―
47で敗れた。トラ
イを決めた竹中は「今大会の反省点を生かし、全員で成長したい」と語った。
　
　　　　　　　
（冨田慎二）
ラ
グ
ビ
ー
男子が３位入賞優秀選手に神谷全日本学生柔道優勝大会
強烈なアタックを決める筑波大
女子３０００㍍障害
中村が学生新記録
第
98回日本陸上競技
選手権大会
　
第
98回日本陸上競技選手
権大会が６月６―８日にとうほう・みんなのスタジアム（福島県福島市）で行わ
れ、３０００㍍障害で中村真悠子（体育２年）が関東インカレの記録を大きく上回る９分
53秒
87で日本学生
新記録を更新し ２位に入賞した。　
中村は「目標を達成でき
自信がついた」と喜びを語った。
        （井口彩）
女子順位落とし総合５位男子
今林 ４射皆中決める
第 26 回全国大学弓道選抜大会
なでしこジャパン
 猶本
学長を表敬訪問　サッカー女子アジア杯
（５月、ベトナム）で初優勝した 「なでしこジャパン」の猶本光（体専３年）が６月
13日、永田恭介学長らを
表敬訪問し、優勝を報告た。　
猶本は現在、なでしこ
リーグの「浦和レッズレディ ス」に所属。高速パ
スなどテクニックを武器とするＭＦで、 「ポスト澤穂希」 として期待されており、今回なでしこジャパンに初選出された。
アジア杯では全５試合
のうち、１次リーグのヨルダン戦にフル出場した。チームは順調に決勝トーナメントに進むと 準決勝で中国に勝利。決勝ではオーストラリアを１―０で破り、アジア杯初優勝を果たた。
アジア 優 で
３人はそれぞれのペースを保って矢を射った。中央大は
12射７中、西南学
院大は
12射５中だった。
　
その後、的中数が並ん
だ大学と決勝トーナメントをかけて一人１射矢を放ち的中数を競う「同中
競射」に臨んだ。しかし３射２中で惜しくも決勝進出は叶わなかった。　
今林は「 （皆中は）集
中できた結果。緊張することなくのびのびと矢を射ることができた」と話した。
伝統的武道の神髄感じた
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より高みを目指して
の
男子バスケ部のスーパールーキー
（体専１年）
井上が個人総合で３位第
53回ＮＨＫ杯体操
　
男子バスケットボール部の躍進が続いている。５
月
17日から６月１日にかけて行われた第
63回関東大
学バスケットボール選手権大会では
27年ぶりの準優
勝。６ ７─
22日に行われた第
54回関東大学バス
ケットボール新人戦では
10年ぶりの優勝を果たし
た。馬場雄大（体専１年）など新人選手の活躍も目覚ましく、秋のリーグ戦の優勝も期待できそうだ。（平嶋健人＝社会学類３年、 写真も。
12面に関連写真）
　
■選手権大会
　
国立代々木競技場第二体
育館（東京都渋谷区）で行われた準決勝の相手は、大会５連覇中の青山学院大。前半で
27─
44と大量リード
を許した筑波大だったが、後半に村越圭佑（同３年）
らの連続ポイントで一挙に
50点を奪い、
77─
70で「王
者」に逆転勝ちした。　
東海大との決勝では第１
ピリオドで先制。しか 第２ピリオドでは「ディフェンスがしっかりしていた」（馬場）という東海大から点を取りきれず、前半を
34
─
42で折り返した。
　
後半は坂東拓（同４年）
の４連続ポイントなどで一時同点に追いついた。 だが
　
今年６月の第
54回関東
大学バスケットボール新人戦で、
10年ぶりに優勝
した筑波大学男子バスケットボール部。その大会に１年生ながらスタメンで出場 、全５試合総計
62得点を挙げて新人賞
を獲得した。多くのメディアが「スーパールーキー」 「筑波大のバスケットボール 変える」と評する期待の新人だ。　
１９４㌢の長身から繰
り広げられるダイナミックなプレー が持ち味。ジャンプすれば指先は３ ・ ５㍍の高さまで届き、
50㍍を６ ・２秒で走ると
いう、優れた跳躍力とスピードが武器だ。吉田健司監督（体育系 准教授）は「非常に将来性のある選手」 と大きく評価する　
父・敏春さんは元日本
代表のバスケットボール選手。父にあこがれ、小学校３年生からバスケットボールを始めた。父ゆずりの身体能力の高さを生かし、技術はどんどん上達。高校１年生の時に
体
操
　
第
53回ＮＨＫ杯体操が６
月７―８日に国立代々木競技場第一体育館（東京都渋谷区）で行われ、井上和佳奈（体専１年）が個人総合で３位に入賞。
10月の世界
選手権（中国・南寧 の代表に初選出された。　
最初の跳馬では、踏み切
りが合わず、入りのロンダートを失敗。しかし、急きょ予定していた技を変更するなど機転 利かせ、その後はミスを最小限に抑えた。　
続く段違い平行棒は、一
つひとつ丁寧に技を決め、まずまずの出来。平均台では交差リープ、抱え込み側宙の組み合わせで加点を
とった。　
上位に入れないまま迎え
た最終種目は、得意の床運動。周りが次々にミスを重ねる中、２回半ひねり、前方１回ひねり、 屈伸ダブル、２回ひ り、３回ひねりの大技を冷静に決め、３位に浮上。 同世代の選手である、優勝した笹田夏実（日本体育大１年） 、２位の寺本明
馬場雄大
日香 （中京大１年） と共に、世界選手権への切符をつか
打撃陣不調で６位
首都大学野球春季１部リーグ戦
秋は機動力重視へ
世界選手権代表に選出
　
８チームが２回戦総当た
りで戦う首都大学野球春季
１部リーグ戦が全日程を終了し、筑波大学は５勝９敗（勝率０ ・ ３５７）で６位に終わった。リーグ優勝を目標に掲げながらも、打撃陣の不調などで下位に沈んだ。９月から行われる秋季リーグ戦に向けて、川村卓監督 （体育系 ・ 准教授） は 「機動力を重視したチームを作り、優勝を狙いたい」と話している。　
春季リーグ序盤から不調
だった打撃について川村監督は「特に下位打線が打てなかった。リーグ戦のレベ
その後は東海大に何度もリバウンドを取られ
67─
82で
敗れた。　
敢闘賞を受賞した笹山貴
哉（同４年）は「東海大は強かった。 （筑波大の選手たちは）気負いすぎていたのかもしれない」 と語った。　
■新人戦
　
決勝が青山学院大学ア
リーナ（相模原市中央区）で行われ、奇しく 選手権と同じ東海大と対戦した。
　
第１ピリオドで馬場が先
制点を取ると、５分過ぎまでに
16─４とリードし、流
れをつかんだ。 その後も 「自分の好きなようにプレーができて楽しかった」と馬場が話す通り、選手に気負いはなく全員が躍動した。３ポイントシュートが要所で決まるなど得点を重ね、
69
─
57で試合終了。
10年ぶり
の優勝を決め、東海大に選手権の雪辱を果たした。馬
　「今までの筑波の地味なイメージを覆された。何かが始まる予感がする」 。大学バスケを長年取材し続けてきたスポーツライター、清水広美 んを驚かせた躍進の理由は、高校時代からＵ―
18（
18歳以下）日本代表
として活躍していた馬場雄大（体専１年） と杉浦佑成 （同１年）のルーキーコンビの加入だ。　
関東大学バスケットボール新
人戦決勝では、２人だけでチム得点の半分近くの
33点を奪
取。関東大学バスケットボール選手権大会で最優秀選手に選ばれたバランスキー・ザック（東海大４年）も「馬場と杉浦が筑
波大のキーマン。 爆発力もあり、勢いに乗ると止められない」と賞賛した。　
新人戦では杉浦がコート脇か
らの難しいシュートを次々と決めたほか、馬場の速効攻撃が機能する場面も目立っ 「一つひとつのプレーに集中して、相手の流れを止めることもできた」 （馬場）　
新人戦では２年生の活躍も
光った。満田丈太郎（同２年）は勝負どころで連続ポイントを獲得するなどエースとして勝負強さを見せた。普段は出場機会に恵まれない生原秀将 （同２年）は司令塔として積極的に声を
しリーダーシップを発揮。 「チームをまとめることができた。今後は上級生に対しても指示を出していきたい」 （生原） 。キャプテンの笹山貴哉 （同４年） が 「 （後輩たちの成長が）いい刺激になっている」 と話すように、 チーム全体に覇気がある。　
１年生もチームになじんでき
た。 「春からやってきたことを生かして勝利でき、選手の自信になっ はず」と吉田健司監督（体育系・准教授）は手ごたえを語る。昨年は
10チーム中５位
に終わった秋のリーグ戦だが、層の厚みが増した今年 、優勝が見えてきた。
　　
（平嶋健人）
場は新人賞、杉浦佑成（同１年）と満田丈太郎（同２年）は優秀選手 を受賞した。　
吉田健司監督（体育系・
准教授）は「失点を
60点以
内に抑える目標を達成できた。速効が決まらなかった時のオフェンスが課題なので、練習を重ねて秋の大会では優勝を目指す」と力強く語った。
10年ぶり優勝
記者の目
秋のリーグ戦優勝に期待
ルーキーコンビの活躍光る
んだ。
（油布知夏）
　
８月の第
12回パンパシ
フィック選手権（オーストラリア ・ ゴールドコースト）などの代表選考会を兼ねたジャパンオープン２０１４（
50㍍）が６月
19―
22日に
東京辰巳国際水泳場（東京都江東区）で行われ、諸貫瑛美（体専４年）が女子
50
㍍背泳ぎで２位、１００㍍背泳ぎで３位に輝いた。だが、期待されていた日本代表入りはならなかった。　
50㍍背泳ぎでは、スター
トで深く潜りすぎ、浮き上がりに失敗。トップとの差を縮められず
28秒
71でフィ
ニッシュした。 「１位は
35
歳のベテラン選手だったので勝てた試合だった」と悔しさをにじませた。　
１００㍍背泳ぎは
80㍍地
点まで上位３人が並ぶ接戦となった。しかし、諸貫は体力が持たずゴール間際で減速。１分１秒
34で３位に
なった。　
諸貫は「日本代表の夢が
かなわず悔しいが、２年後のリオデジャネイロ五輪に
向けてしっかり努力していきたい」と気持ちを新たにした。
（姉崎信）
諸貫が２位
ジャパンオープン２０１４（
50㍍）
代表入り逃す
ルに達していない打者もいた」と分析。秋季リーグに向けて「 （貧打の対策として）足の速い選手を使いたい」と機動力を生か 得点を奪えるチームづくり進める。春季リーグで外野を守った野田直樹（体専４年） を内野にコンバートし、空いた外野のポジションを俊足の汐月祐太郎（社学２年） や川端将広 （体専１年らに競わせるという。　
一方、投手陣は最速
１５２㌔の本格派右腕・木部拓実（同２ と制球力
の良い大間幹起（同３年）という先発の軸となる２人がけがで出遅れたのが響いた。新人 大場遼太郎（同１年） 代役として登板したが、最速１４７㌔の速球を武器に力強い投球を見せる一方で 無駄な四球を出すなど不安定な投球も目立った。　
川村監督は「下級生が多
く、個人のレベルアップが必要。選手たちが自分で考え、行動できるチームを作っていきたい」 と語った。                （鈴木拓也）
女子
50背
27年ぶり準優勝
躍進続く
 男子バスケットボール部
はＵ―
16（
16歳以下）日
本代表に選抜され、アジア選手権ではチームを銅メダルへと導いた。　
才能があるからこそ悩
んだことがある。中学や高校でチームを一人で
引っ張らなければならなかったことだ。自分の調子がチームの勝敗を左右する。 「馬場がい いと始まらない」という空気がチームにはあ 。 「注目され、期待に応えようとするあまり試合前はいつも緊張していた」　
筑波大に進学した理由
の一つは、強いチームでプレーしたかったから。筑波大 男子バスケットボール部は、主将の笹山
貴哉（体専４年）や村越圭佑 （同３年） をはじめ、日本代表の経験を持つ選手が多いチームだ。レベルの高い先輩や仲間と共に切磋琢磨できる。 「中途半端な気持ちで練習に取り組まなくなった」 。同期の杉浦佑成 （同１年）は馬場と共にＵ―
18日本
代表チームで戦った実力の持ち主。 「 （杉浦は）自分にとって仲間であり１番負けたくない相手。彼の存在が自分にとって非常に良い刺激になっている」という。　
今後のチームの目標は
インカレで優勝し、天皇杯で上位進出することだ。 「自分はまだ体重が軽いので、がっしりした相手に体をぶつけられると倒されてしまう。筋力やパワーを強化 たい」と話す。将来の夢は、バスケットボールの本場・アメリカでプロ選 なること。期待の新人は、これからも驚き レで人々を魅了していくだろう。
（井口彩＝社会学
類２年、 写真・平嶋健人＝社会学類３年）
鋭いドリブルで切り込む満田（選手権決勝の東海大戦で）
選手権新人戦
◆オリエンテーリング
　
平
成
26年度関東学生オリエン
テーリング選手権大会個人戦（６月
15日、東京都青梅
市他） 【男子】男子新人クラス▽河渡智史（地球１年）
24分
59秒＝２位 【女子】
女子新人クラス▽増山春菜（地球１年）
19分
24秒＝１
位
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総合でも２位に 附属坂戸高が活動
　「このトマト、私たちが育てているトマトと形が違うよ」 。７月初旬の昼下がり。筑波大学附属坂戸高校（埼玉県坂戸市）にある農業科の農場（約２ ・ ４㌶）を坂戸小学校（同市）の小学５年生１５０人が歓声を上げながら歩き回る。坂戸高校では４ 前から「つくさか地域食育支援プロジェクト」として、市内の 中学生を対象にさまざまな活動を行っている。そして同プロジェクトは３年前から「筑波大学社会貢献プロジェクト」 にも採択された。　企画は多岐にわたる。今
　
家庭用自転車「ママチャ
リ」を１チーム２～
10人で
交代しながら８時間こぎ続け、 その距離を競い合う 「第
１回袖ケ浦ママチャリ８時間耐久レース大会」が、６月１日、袖ケ浦フォレストレースウェイ（千葉県袖ケ浦市）で行われた。筑波大学からはサイクリング部が出場し、 変速クラスで優勝。総合でも２位に入賞した。　
同大会は約２ ・４㌔の
コースをチームで交代しながら無改造のママチャリで約８時間走り続け、その周回数などで順位が決まる。ギアを変え れる変速クラスと、ギアを変えられないシングルクラスが行われ、
序盤から快走するサイクリング部（左）
比文カフェ
　
被災地を訪れ、被災地の
様子を発表する団体「みにぷろ
-
見に行こう、そして
考えよう東北プロジェクト- （みに ） 」が主催する講演会「当時、今、これか
変速クラスで優勝
ママチャリ８時間耐久レース大会
住民の視点から現状語る
被災地の経営者が講演
「当時、今、これから―３・11から考える」
回のように高校で農場見学会や収穫体験会を行うほか、坂戸高校の教員が一部の小中学校へ出向いて野菜の育て方を指導することもある。また 高 で育てた野菜を付近の小中学校の給食用に提供し もいる。その際、 「人が苦労して育てたものだと実感させたい」との思いから、泥のつい採れたて 野菜の展示も小中学校内で行っている。　
坂戸市（人口約
10万人）
は埼玉県中部にある典型的なベッドタウン。坂戸小学校では、総合的な学習の時間に、小学校内の小さな畑で野菜を栽培しているが、普段、住宅地に暮らす子どもたちは「プロ」が運営する本格的な農場 見たことがない。元気に育った野菜の特徴は何か、実はいつごろ実るのか……子どもたち
は高校の農場で育つ野菜を見たり触ったりすることで疑問を解決する。　
農場の散策が始まると、
子どもたちは一斉にガラス温室や畑の畝に駆け寄った。 「葉っぱが全然虫に食われてないね」 「どうやったらトマトがこんなに真っ赤になるんだろう」 。を次々に口にしては、高校の先生を捕まえて、質問をぶつける。つるを巻き付ける支柱や鳥よけのネットが使われているの 見て、自分たちの畑にも取り入れようと話し合った。　
こうした活動が評価さ
れ、プロジェクトは筑波大から地域との連携を最も進めた団体に贈られる「つくばエコシティ推進賞」（２０１２年）や「つくば ・地域連携推進賞特別賞」（
13年）を贈られている。
　「今後は小中学校の職員と連携を強化し、活動を多く行いたい。現在、給食食
オクラの様子を観察する小学生
ら―３・
11から考える」が
６月５日、３Ａ棟２０２教室で行われた。福島県南相馬市で復興支援事業を行う星巖
いわお
さんと佐藤喜彦さん
が震災当日の様子や自身の復興に向けた活動について講演し、会場には筑波大生を中心に約
30人が訪れた。
　
同市内で民宿を経営する
星さんは「被災地は震災以前の生活 取り戻 つつあるが、支援物資への感謝の気持ちが薄れていた 、震災で失業した人の中にいまだに働こうとしない人がいるのが残念だ」と 地域住民の視点から被災地の現状を語った。また佐藤さんは「震災から３年たって、つらい体験も少しずつ話せるようになった」と語っ 。
　
また講演会の後半では、
「みにぷろ」代表の山下史ふみまさ
雅さん（比文２年）が参
加者のアンケートをもとに講演者らと対談形式で講
演。学生の「何をもって復興とするのか」という質問に、佐藤さんは「水道や電力など、最低限 ライフラインとインフラを整え、当
たり前の生活ができるようになること」と答えた。また講演者が参加者に対し「福島第一原発事故後に被災地の野菜を食べたこ のある人はいるか」と尋ねる　
比較文化学類が主催する
「比文カフェ」が６月
11日、
１Ｄ棟２０１教室で行われた。精神科医の斎藤環教授（医学医療系）をゲストに迎えて、五十嵐沙千子准教授（人社系）が聞き手となり、会場には学生など約
90
人が訪れた。　
斎藤教授は、 「空気を読
む」文化や、面と向かったコミュニケーションの不足など、現代社会特有の問題について、精神科医の立場から説明。対談の中では参加者に意見を求める場面も
あり、斎藤教授の「パソコンのない時代に戻りたいか」という質問 来場者の多くは「ツイッターなどＳＮＳでつなが を感じられる現代の方が い」と答えた。　
また斎藤教授は、精神治
療で使わ 「オープ ダイアローグ」という、心の病を持った患者と、医師が対等な会話をして治療を行うという、薬物に頼らな治療法を紹介。 「対話の内容や結論よりも 対等な人間として向き合って話すこと自体が、人間の精神を豊かにする」と語った。
（廣
岡里穂、３面に斎藤教授の「原点」 ）
精神治療法の紹介も
斎藤環教授を招く
「つくさか地域食育支援プロジェクト」
小中学生に野菜の育て方を指導
計
39チームが出場した。
　
サイクリング部は序盤か
らトップスピードを維持し続け、１０６周（約２５８㌔）を完走。変速クラスで優勝を果たした。総合ではシングルクラスで優勝した社会人チーム「カヤギサイクル内房ＲＣ」に惜 くも一歩及ばなかった。　
リーダーの田中将人さん
（生資２年） は 「普段スポーツバイクに乗っているのでママチャリをこぐのは大変だった」と語った。　
同大会は２０１０年まで
宮城県で行われていたが、東日本大震災の影響で中断。今回は千葉県で再開された。今年
10月には新潟県
でも開催される予定だ。　　　　　　
（山野辺拓実）
デザイン＝姉崎信（心理学類２年）
?
山﨑雄貴（ロシア）
モスクワで日本語教育
ロシアで友人たちと（中央が山﨑さん）
モスクワ市立教育大学　
皆さんこんにちは。ロ
シアのモスクワに去年の９月から留学中の、日本語・日本文化学類の山﨑雄貴です。　
モスクワ市立教育大学
では、日本語学部や、大学と提携する学校などで日本語の先生としてロア人の 生、生徒さんに日本語を教えさせていただいております。また、大学でロシア語の授業も受講し、と も充実した日々を送らせ いただい
ています。　
さて、皆さんはロシア
という国に、どんなイメージを持っているでしょうか？ウオツカ？マトリョーシカ もしかしたらクレムリンとか、プーチンとか、ソ連いう単語を思いつく人も
いるかもしれません。日本とロシアは隣国ですが、それにも関わらず、日本人の多くはロシアについてあまり知らないように思います。か いう自分もそうでした。　
私が今留学している
モスクワは、およ
１３００万人の人口を擁するヨーロッパ最大の都市です。ロシア国内においても、政治、文化、経済、また交通網の中心でもある、文字通りの大都市です。つい
20年少し前
までは東側世界の中心であり、今 も町中に当時の名残ともいえるさ ざまな巨大で豪華な建築物、レリーフ 銅像などを見ることができます。特に１９５０年代ごろに作られた地下鉄 駅構内などは、その装飾の見事さに、いまだに圧倒されます。　
また、意外かもしれま
せんが、モスクワでは日本食が大人気で、中心部には非常に多くの日本食店があり、最近では日本の製麺会社がモスクワに進出もしています。　
そんなモスクワで、私
は日本語を教えています。もちろんロシア語も使いますが、基本的には
日本語で日本語を教える「直接法」という方法で教えています。 から７５００㌔離れたこのモスクワで日本語を教えるにあたって、もちろん苦労も多くあります。多くの学生は、日本について興味を持っていますがいかんせんロシア人向けの教科書は少なく 非常に間違 の多い辞書や教科書なども残念ながらいまだに多い が現状です。そんな環境で 授業で戸惑うこともありますが、自分の限界 挑戦するという意味で非常にいい経験をさせていただいていると感じています。　
もし、この記事を読ん
でモスクワに、そし ロシアに興味を持った人は、ぜひ一度足を運んでみてください。　
それでは、До
 
св
идания！（さようなら！）
（日本語・日本
文化学類４年）
と、多くの参加者が挙手する場面もあり、講演者と参加者がお互いのことを知る機会となった。
（添島香苗、
写真も。
12面に山下さんの
「Ｗｈｏ‘ｓ
 Ｗｈｏ？」 ）
周年10
材の提供が追いついていないので、青ナスやブロッコリーなど地域性のある品目を中心に増産する」と黒岩健一先生（坂戸高校実習助手）は今後の抱負を語 。　
農場の散策後、質疑応答
の時間。一人の男 子が元気よく手を挙げた。 「おいしい野菜はどうし ら作れ
ますか」 。真剣な表情で尋ねるその子に、黒岩先生は笑顔で答える。 「野菜は一時期でも間違った育て方をすると、元気に育たない。野菜の健康管理をし かり行って。そのためには何よりも野菜の気持ちになることが大事だよ」
（油布知夏＝
人文学類２年、写真も）
サイクリング部
講演者と対談する山下さん（左）
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全国の高校生には、大
学受験の時に経済的な問題で塾に通えない人が多い。 そんな高校生のため、大学生が 「先生」 となり、大学入試のための授業をネットで無料配信している団体が「ｍａｎａｖｅｅ（マナビー） 」だ。　「ｍａｎａｖｅｅ」のホームページには筑波大学を含む全国約
30大学の
約３００人の学生による授業の動画がある。動画の数は国語、数学、英語、理科、社会 ５教科を合わせて、８０００件以上で、一つの動画の長さは約５
　
視野が狭まり危険な「歩
きスマホ」の根絶を目的とした米国発祥のパフォーマンス「Ｓｅｅｉｎｇ
　
Ｅｙ
ｅ
　
Ｐｅｏｐｌｅ」が６月
３─５日に中央図書館前
　
筑波大学は、平砂地区に日本人学生と留学生が同居するシェアハウス型の学生
宿舎を２棟新設する。異文化交流などが目的で、２棟で合計５００人が居住できるという。このほか、短期留学生用に、一の矢地区の学生宿舎８棟を改修する予定だ。２０１５年に着工し、
16年夏の利用開始を目指す。
                                                        （鈴木拓也＝人文学類３年）
分。単元ごとに細かく分かれており、生徒が学びたい分野から選ぶことができる。　
運営は主に大学生。も
ともとは２０１０年に東京大学の花
はなふさたけつぐ
房孟胤さんが
「ｍａｎａｖｅｅ」を立ち上げ、全国 大学に活動範囲が広がった。大学ごとに「支部」 あり、それぞれが動画の撮影や授業などを行う。筑波大支部は今年の２月に、杉木貴大さん（心理 年）により開設された。現在は正式なサークルとして認められ うと、大学に活動許可を申請中だ。　
杉木さんは高校時代
「ｍａｎａｖｅｅ」を受験勉強に活用していた。筑波大支部を設立しようと思ったきっかけは、昨年の夏にツイッターで大阪市立大支部を開設した学生と知り合ったこと。その後大阪で直接会い、
ｍａｎａｖｅｅ
短期留学生用に８棟改修
「ｍａｎａｖｅｅ」で塾に通えない高校生に勉強の機会を提供したいという思いや、他大学の学と交流できる魅力を聞き、筑波大支部開設を決
石の広場周辺で行われた。歩きながらスマホを操作する学生を、盲導犬にみたてた学生「盲導人」がロープで引っ張り誘導することで、皮肉を交えて歩きスマ
ホの危険性を訴えた。　
違法駐輪や落書きなどの
都市問題 解決を目指す「都市計画実習」 （谷口綾子准教授＝シス情系）の一環として行われ、遠藤茉弥さ
ん（社工３年）らの実習班が企画した。遠藤さんの実習班は、学内で歩きスマホをする学生が多いことに注目。５月から アンケート調査やリーフレットの配布を実施し、啓発活動を行ってきた。　
実習班が社会工学類など
の学生を対象に行ったアンケートによると、パフォマンスを見た学生の半数が
歩きスマホ
 
　
筑波大学生が設計・製作
し、今年２月に打ち上げられた人工衛星「結
ゆい
」が地上
との交信ができないまま、６月
29日に大気圏に突入し
燃え尽きたとみられることが分かった。プロジェクトチームは、２号機の開発を開始した。　「結」は２月
28日に種子
島宇宙センター （鹿児島県）から宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）のロケットの相乗り衛星として打ち上げられたが、何らかの原因で
その電波を地上では受信できなかった。プロジェクトチームは、受信作業や原因の特定に力を注いできたが成功せず、 チームによると、６月
29日午後６時
40分ごろ
に大気圏に突入したとみられる。　
プロジェクトチームは今
後、 「結」の２号機を製作する予定。具体的な設計は
決まっていないが、１号機が達成できなかった「子どもや一般の人にも電波を受信してもらう」と う使命は受け継 れるという。１号機の設計に携わった嶋津龍弥さん（構エネ２年）は「チームには１年生も多く、２号機開発に向けてメンバ
大気圏突入で消滅か
２号機の開発を開始
　
平砂地区に建設される宿
舎は３００人が居住できる「レジデンスＡ」と同２００人の 「レジデンスＢ」がある。留学志望・予定があったり、異文化交流を求める日本人学生と留学生が主な入居対象。語学 ベルで入居制限は設けない。同居しながら留学生をサポートする「レジデンス・アシスタント」として 経験ある日本人学生を募集する計画もあるという。　
同宿舎は、ひとつの住居
スペースを複数人で共有するシェアハウス型。
学生と留学生の計５人が１つのリビングやキッチンを共用し、自室以外の共用スペースで異文化交流ができる。家賃は１カ月４～５万円程度になる見込みだ。平砂地区にはこの２棟とは別に、ミーティングルームや多目的室があ 共用施設「コミュニティプラザ」が新設され、国際交流や外国語学習などに活用でき という。　
一方、一の矢地区では学
生宿舎８棟を改装し、滞在期間が３カ月～半年の短期留学生に提供する 近年の短期留学 の増加に対応したもので、８棟で計４７８人収容できる。　
筑波大は
09年から文部科
学省の国際化拠点整備事業「グローバル
30」に採択さ
れている。
20年までに現在
約１７５０人いる留学生を４５００人に増やすことを
目標にしており、留学生用の学生宿舎の増設などが課題となっていた。　
学生宿舎に関して筑波大
大気圏に突入し、燃え尽きたとみられる
歩きスマホの危険性を訴えるパフォーマンス
がん啓発
人工衛星「結」
心した。　
しかしメンバーが集ま
らず、最初は友人の増田康介さん（教育２年）と二人でスタート。杉木さんは筑波大支部の運営を
行うキャンパスマネージャーとして、増田さんは日本史の先生として二人三脚で活動していた。今年度 二人の熱心な勧誘もあり、新入生が３人参加、顧問を務める教授も決まった。　
筑波大支部の目標は、
筑波大を受験する高校生向けの授業を充実させることだ。増田さんの授業
平砂地区に宿舎新設へ
「印象に残った」と回答したという。　
遠藤さんは「歩きスマホ
をしていた学生が、自分を見てスマホをしまう場面もあり効果を実感した。学生にはもっと歩きスマホに危機意識を持ってほし 」と語った。
　
同実習班の活動は大学公
認の学生活動「つくばアクションプロジェクト（Ｔ
-
ＡＣＴ） 」に採択されている。今後は学生 課と協力し、ポスターを作成するなどして、啓発活動を進めていくという。      （平嶋健人、写真も）
学内で誘導パフォーマンス
は、平成
21年度から
25年度
まで、約
23億２０００万円
を投じて改修を進めていた。
塾に通えない受験生の力に
日本人と留学生が同居 一の矢地区
Ｓｅｅｉｎｇ
　
Ｅｙｅ
　
Ｐｅｏｐｌｅ
レジデンスＡ・Ｂの間取りイメージ図
日本史の授業をする増田さん
ーの意欲が高まっている。ぜひ成功させてほしい」と語った。　「結」は２０１１年に開発を開始。チ ムは２年以上をかけ、１辺約
10㌢の立
方体で、重さ１ ・２㌔という超小型衛星を作り上げていた。
　　
（井口彩、 写真も）
　
参加者が夜通し歩き続け
るなどして、がん患者の支援とがん啓発を呼びかけるチャリティーイベント「リレー・フォー・ライフ・ジャパン２０１４茨城」が、５月
17―
18日に研究学園駅
前公園（つくば市葛城根崎）で行われた。がん患者や筑波大学の学生、ボランティアなど
23の団体から約
８００人が参加し、１周約５００㍍のコースを交代で夜通し歩いた。　
同イベントは、がん患者
とその家族、支援者ら 励まし合うことや、がん患者
支援のための募金の呼びかけをすることなどが目的。公共財団法人日本対 ん協会とリレー・フォー・ライフ・ジャパン２０１４茨城実行委員会が主催し、筑波大とつくば市の 催で行われた。　
参加者は
17日午後３時ご
ろから、翌
18日午前
11時ま
で、 「がんと戦う力は人のつながり」 「がんに負けない街づく などのメッセージが書かれた横断幕を掲げ、来場者の声援を受けながら交代で会場を歩いた。また、会場では参加団体が、肺 んや乳がんなどの知識を分かりやすく解説した。
（
12面に関連写真）
では、筑波大前期試験の日本史で出題される４００字論述を扱っている。４００字という長文の論述は筑波大独自のもので対策が難しいため、授業では論述を解くコツや勉強法などを教えている。例えば、江戸時代に徳川吉宗が行った享保の改革について 授業では、ただ単語を覚 させるのではなく、時代の流れや文化的背景もふまえ、改革の内容や結果を解説してい 。　
杉木さんは「さまざま
な学類から各教科が得意な学生を集めて 筑波大受験に特化した授業をどんどん配信したい」と語る。今、筑波大支部は、やる気あふれる新入生が加入し、 勢いづいている。メンバーの共通の想 は「受験生の力になりたい」という気持ちだ。
（姉崎
信＝心理学類２年）
」
「
夜通し歩き
人工衛星「結」（2013 年 12 月 25 日撮影）
レー・フォー・ライフ
イラスト・油布知夏
の危険性訴える
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真剣な面持ちで音色を奏でる演奏者＝原啓一郎撮影
第 71回吹奏楽団定期演奏会
3 面へ
情熱的な演奏をする団員＝森レイ撮影
リレー・フォー・ライフ
3 面へ
横断幕を掲げて行進する参加者＝原啓一郎撮影
第 13回フォルクローレコンサート
11 面へ
決勝でシュートを決める馬場＝井口彩撮影
関東大学バスケットボール新人戦
次号は
10月６日（月）
発行予定です
9 面へ
　
先日、東京都写真美術館
で開催中の「世界報道写真展」を訪れる機会がありました。昨年撮影された世界各国の報道写真の中から、えりすぐりの作品を展示する展覧会です▼「百聞は一見にしかず」とは言いますが、絵画と違って、カメラが切り取 一場面は 「現実」そのもの。 紛争や自然災害、社会問題を扱った写真の一枚一枚に引きつけられ、被写体について深く考えさせ
られました▼「言葉には世の中を動かす力がある」とは本紙前編集長の言葉ですが、記事を書くことだけが記者の仕事ではありません。記事内容を効果的に表現し、読 に強い印象を与える写真を撮ることも大事な仕事です▼今号から、記者が撮影した写真には署名を入れています。記者に写真への責任感を持ってもらうのが狙いです。 「世の中を動かす写真」 れるよう、精進を続けたいと思います。
（編集長・平嶋健人＝
社会学類３年）
　
２０１１年３月に東日本大震災が発
生して３年。福島第一原発事故による放射能の危険性などを報道で耳にし、「被災地は危険な場所だ」 というイメージを抱いて まう人もいるのではない
「被災地」のイメージを変える
深まる故郷への愛着
「みにぷろ - 見に行こう、そして考えよう東北プロジェクト -」代表
山下史雅さん（比文２年）
か。そんな被災地へのイメージを変えるべく活動している団体が「みにぷろ‐見に行こう、そして考えよう東北プロジェクト‐」だ。　「みにぷろ」はがれき撤去や建物の
修繕を手伝うようなボランティア団体ではない。被災地で人々に復興の進み具合や生活の様子などを聞き、筑波大学での展示や発表会などを通じて被災地の現状を報告する団体だ。　
今年１月に同団体を立ち上げた山下
史ふみまさ
雅さん（比文２年）は「私たちが被
災地の様子を発表することで、より多くの人に現地の様子を知ってほしい」と語る。そ ため、 「みにぷろ」 は多くの人が気軽に参加できるように「正式メンバー」 を決めず 「フォロワー」という形で自由に活動 してもらっている。 １回限り も歓迎だ。　
行動のきっかけは、昨年
11月の学園
祭で行われた作家、思想家の東浩紀氏の、福島第一原発の現状について 講演。講演 東氏は、 「福島第一原発事故に揺れる 県に多く 人が訪れ、事故の記憶を風化させな ようにしたい」と語った。斬新な視点に、山下さんは心惹かれた　「 （被災地の現状を知らない自分のよ
うな）大学生ができることは、まず第一に被災地を『知ること』なのではないか」　
そう考えたら自分にも何かできる気
がして、 「みにぷろ」を立ち上げた。　
３月、初の「みにぷろ」の活動とし
て福島県南相馬市を一泊二日で訪れた。参加者は
11人。津波被害を受けた
沿岸部や、市内の仮設商店街を見て回り、仮設商店の店主や仮設住宅に避難した人、また宿泊した民宿のオーナーなどと話をし そ 結果、 「全国から被災地を訪れた人々の温かい言葉が、復興を後押しする」と感じた。　
そして訪れた被災地の様子や現地の
人々との交流を多くの人に伝えるために、３月下旬に筑波大学中央図書館で「みにぷろ」の活動内容や、被災地で撮った写真などを展示。 被災地の様子を伝えた。また、これとは別に、４月には
17人で福島県いわき市
を訪問し、市内の仮設住宅などを見て回った。
　
山下さんは２回の訪問を「現地の人
は皆明るく、私たちのほうが元気をもらえた」と振り返る。今後は被災地を訪れる機会を増やす予定だ。　「 『みにぷろ』の活動で故郷に対する思いが深まっ 話す。 被災地の人々が、失った故郷を取り戻すため、復興に全力を注ぐ姿を見て、故郷と人との強いきずなを感じたからだ。出身は愛知県。自分の故郷 もし災害に遭っ時、自分は何 できるのだろう。答えはまだ見つからないが、考えるほど故郷への愛着が深まった。　そんな山下さんにとって「つくば」
は第二の故郷 。 くばで多くの人と関わる中で、つくばを故郷として感じるようにもなったという。　「これからもつくばや 『みにぷろ』 で、色々な人と関わりたい」　その思いを胸に、第二の故郷から未
来を見据える。
　　　　　　　　　　
　（新田萌夏＝社会学類２年、写真も）
芝生でほほ笑む山下さん
?? ?
